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平
安
の
頃
、
惟こ
れ
た
か喬
親
王
（
平
安

時
代
前
期
の
皇
族
、
文も
ん
と
く徳
天
皇

の
第
１
皇
子
、
８
４
４
〜
８
９
７

年
）
が
狩
り
を
す
る
た
め
在
原
業

平
（
平
安
時
代
初
期
の
歌
人
で
六

歌
仙
の
一
人
、
８
２
５
〜
８
８
０

年
）
ら
を
連
れ
て
交
野
の
天
野
川

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

一
行
は
そ
こ
で
、
酒
宴
を
開

き
、
天
野
川
の
ほ
と
り
に
来
た
こ

と
を
題
に
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う

狩
り
く
ら
し　

た
な
ば
た
つ
め
に
宿
か
ら
む

天
の
河
原
に
わ
れ
は
来
に
け
り

在あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら
あ
そ
ん

原
業
平
朝
臣

こ
と
が
伊
勢
物
語
や
古
今
和
歌

集
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。前
記
の

歌
は
、
在
原
業
平
が
七
夕
姫
に
託

し
た
里
娘
と
の
恋
を
詠
ん
だ
歌

で
、
当
時
の
の
ど
か
な
交
野
の
里

が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
交
野
に
は
天

野
川
や
、
天あ
ま
の
た
な
ば
た
ひ
め
の
お
お
か
み

棚
機
比
売
大
神
を
祭

神
と
す
る
「
機
物
神
社
」
な
ど
、

天
空
に
ち
な
ん
だ
地
名
や
伝
承

が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

狩
り
く
ら
し　

た
な
ば
た
つ
め
に
宿
か
ら
む

天
の
河
原
に
わ
れ
は
来
に
け
り

　

そ
し
て
今
も
、
７
月
７
日
を
中

心
に
各
地
域
で
七
夕
を
祭
る
催

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
倉
治
に
あ
る
機
物

神
社
の
由
来
や
星
田
妙
見
宮
周

辺
の
七
夕
伝
説
、
そ
し
て
、
地
域

で
行
わ
れ
る
七
夕
ま
つ
り
を
紹

介
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

広
聴
広
報
課
か
、

商
工
観
光
課
（
℡  
８
９
２
・ 

０
１
２
１
）

交
野
に
残
る

七
夕
伝
説
と
祭
り

特集① 　短冊に願いを



(3)18.07.01

機は
た
も
の物

神
社
と
七
夕
祭
り機物神社の七夕祭り

7月6日（木）・7日（金）
※7日は、午後4時からおみこし巡行、午後11時30分から逢合橋で笹流しを行う。

鎮
守
の
森 

機は
た
も
の物

の
社

や
し
ろ

　

交
野
の
里
は
奈
良
時
代
以
前

か
ら
、
渡
来
人
の
里
で
、
５
〜
６

世
紀
に
秦し

ん

の
国
か
ら
養
蚕
織
布

の
技
術
を
持
つ
人
々
が
住
み
つ

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

機
物
神
社
の
呼
称
の
由
来
は
、

諸
説
あ
り
ま
す
が
一
説
に
は
、

こ
の
「
秦
」
の
人
々
を
ま
つ
る

社
、
す
な
わ
ち
「
は
た
も
の
（
秦

者
）
の
社
」
が
後
々
、
こ
の
地
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
七
夕
と
星
、

天
体
に
ち
な
ん
だ
地
名
や
伝
承

と
結
び
つ
き
、「
秦
」
が
機
織
り

の
「
機
」
に
な
り
、「
機
物
神
社
」

に
移
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

七
夕
行
事
と
交
野
の
地

　

一
方
、
管
弦
や
和
歌
、
詩
文
、

縫
い
物
な
ど
、
い
ろ
ん
な
技
芸
・

学
問
の
上
達
を
星
に
祈
っ
た
七

夕
の
行
事
は
、
早
く
か
ら
民
間
の

伝
承
で
あ
っ
た
も
の
が
、
中
国
渡

来
の
風
俗
と
入
り
ま
じ
り
定
着

し
、
奈
良
時
代
に
は
朝
廷
の
行
事

と
し
て
定
め
ら
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
が
交
野
の
地
と
結

び
つ
け
て
語
ら
れ
る
の
は
、交
野

山
を
上
に
あ
お
ぎ
、
下
に
は
白

砂
清
流
の
天
野
川
の
せ
せ
ら
ぎ

を
見
る
地
形
が
大
い
に
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

で
こ
そ
、白
い
砂
も
水
量
も
減
っ

て
い
ま
す
が
、
奈
良
・
平
安
の

こ
ろ
に
は
、
こ
こ
こ
そ
神
話
の

世
界
だ
と
い
う
思
い
に
人
々
を

か
き
た
て
る
雰
囲
気
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

機
物
神
社
と
七
夕
祭
り

　

機
物
神
社
の
祭
神
は
「
天

あ
ま
の
た
な
ば
た

棚
機

比ひ
め
の
お
お
か
み

売
大
神
」「
栲た

く
は
た
ち
ぢ
ひ
め
の

機
千
々
比
売
命

大お
お
か
み神

」で
す
。

　

本
来
は
農
耕
と
産
業
を
司
っ

て
い
ま
し
た
が
、
後
世
に
な
り
七

夕
伝
説
と
結
び
つ
い
て
、
手
芸
・

学
問
の
神
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
、
氏
子
や
崇
啓
者
の

み
な
さ
ん
の
協
力
で
７
月
６
日

「
宵
宮
」、
７
日
「
本
宮
」
の
七
夕

祭
り
も
復
活
し
ま
し
た
。当
日
に

は
境
内
に
笹
竹
が
た
く
さ
ん
立

て
ら
れ
、
願
い
ご
と
を
託
し
た
五

色
の
短
冊
で
飾
ら
れ
ま
す
。

　

七
夕
ま
つ
り
は
年
々
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。短
冊
に
書
か
れ

た
願
い
ご
と
の
純
粋
な
心
を
い

つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。（
機
物
神
社
宮
司　

中
村

武
三
）

宮司の中村武三さん 機物神社の入り口
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星
田
妙
見
宮
と

七
夕
伝
説
の
素
地

特集① 　短冊に願いを

星田妙見宮の七
たなばたさい

夕祭
7月7日（金）午前11時～午後9時

御
神
体
は「
織し

ょ
く
じ
ょ
い
し

女
石
」
？

　

天
野
川
上
流
の
磐
船
渓
谷
に

は
、古
代
、物も

の
の
べ部

氏
の
祖そ

し
ん神

、櫛く
し
た
ま玉

饒に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と

速
日
命
が
、
天
上
よ
り
磐い

わ
く
す
ぶ
ね

樟
船

に
乗
っ
て
、天あ

ま
も
の
の
べ
ら

物
部
等
二は

た
ち
あ
ま
り
い
つ
つ
べ

十
五
部

を
従
え
、
哮

た
け
る
が
み
ね
峰
に
降
臨
し
た
と
言

わ
れ
る
「
天あ

ま
つ
か
み
こ
う
り
ん
で
ん
せ
つ

津
神
降
臨
伝
説
」
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
渓
谷
を
出
て
、
交
野
が
原

を
北
に
流
れ
る
天
野
川
西
岸
の

こ
ん
も
り
と
茂
っ
た
標
高
１
４
４

㍍
の
妙
見
山
に
は
「
七し

ち
よ
う曜

星せ
い

降こ
う
り
ん
で
ん
せ
つ

臨
伝
説
」
が
伝
え
ら
れ
、
北
斗

七
星
を
神
格
化
し
た
星
田
妙
見
宮

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
妙
見
宮
の
御
神
体
で
あ
る

「
磐い

わ
く
ら座

の
大
岩
」
は
、
古
く
か
ら
地

元
で
は
「
織
女
石
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
七
夕
の
祭
事
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
天
野
川

を
隔
て
た
等
距
離
の
東
岸
に
は
、

天
で
牽け

ん
ぎ
ゅ
う牛
が
田
を
耕
す
と
い
わ

れ
る
天
田
の
宮
（
天
田
神
社
）
が
、

ち
ょ
う
ど
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
、
古
代
に
肩
野

物
部
が
、
櫛
玉
饒
速
日
命
を
上
流

の
磐
船
神
社
に
水み

く
ま
り分
の
神
と
し
て

祀ま
つ

り
、
こ
の
川
の
両
岸
の
肥
よ
く

な
農
耕
地
を
基
盤
と
し
て
文
化
を

築
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
肩

野
物
部
の
も
の
と
思
わ
れ
る
４
世

紀
中
期
の
森
古
墳
群
や
妙
見
山
古

墳
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

七
夕
伝
説
の
素
地

　

妙
見
宮
の
七
夕
祭
事
が
い
つ

ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
か
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
元
禄
２
年

（
１
６
８
９
年
）
に
貝か

い
ば
ら原

益え
っ
け
ん軒

が
書

い
た「
南
遊
紀
行
」に
は
、「
此
谷
の

お
く
に
星
の
森
有
。星
の
社
あ
り
。

其
神
は
牽
牛
織
女
也
」
と
あ
り
ま

す
。ま
た
、
妙
見
宮
の
磐
座
の
前
に

は
、七
夕
の
７
月
７
日
を
記
念
し
て

寄
進
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
妙
見

山　

奉
寄
進　

元
禄
三
午
年
七
月

七
日　

市
橋
左
京
政
勝
」
と
刻
ま

れ
た
石
灯
ろ
う
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
交
野
が
原
は
、
こ
こ
を
舞

台
と
し
た
平
安
時
代
の
歌
人
曾そ

ね禰

好よ
し
た
だ忠

の
「
曾そ

に
し
ゅ
う

丹
集
」
に
記
さ
れ
て
い

る
天
の
川
の
「
羽
衣
伝
説
」
や
妙
見

宮
の
「
七
曜
星
降
臨
伝
説
」
な
ど
、

文
化
人
類
学
・
民
俗
学
に
お
い
て

七
夕
型
と
呼
ば
れ
る
星
形
羽
衣
伝

説
を
生
み
出
す
の
に
十
分
な
素
地

を
示
し
て
い
て
、
ま
た
、肩
野
物
部

の
祖
神
、
櫛
玉
饒
速
日
命
の
母
親

は
、栲た

く
は
た
ち
ぢ
ひ
め

幡
千
々
姫
と
言
わ
れ
、
機
織

り
の
姫
神
を
示
す
名
で
あ
る
こ
と

を
思
う
と
、い
よ
い
よ
古
代
の
七
夕

伝
説
に
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
ず
に
は

い
ら
せ
ま
せ
ん
。（
星
田
神
社
・
星

田
妙
見
宮
宮
司　

佐
々
木
久
裕
）

宮司の佐々木久裕さん星田妙見宮の入り口
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　私は昨年、協力員として、私市
橋の入口で来場者のみなさん
にまつりのチラシを配ってい
ました。すぐそばの川辺で
は、竹灯ろうが大きな星形に
並べられ、私も闇に浮かぶ美
しい星を思わず携帯電話のカ
メラで撮影してしまいました。

　今後も市民が集うまつりの一つ
として、継続してほしいと思っています。

（中村和子さん、妙見坂）

第 2 回

天 の 川
七　 夕
ま つ り

　昨年は、デジカメを持って撮影に出かけま
した。遊歩道に並べられた竹灯ろうは、植物
園の樹木のシルエットを背景に幻想的な光の
道となっていて感動的でした。
　竹灯ろうの製作やまつり
の運営もボランティアの
方々によるものと聞き、
市民の活力を感じまし
た。今年も天候に恵まれ
ることを祈っています。
（大谷凡夫さん、南星台）

と　き　7月 7日（金）午後 3時～ 9時 30分（雨天の場合は 8日に順延）
ところ　私市駅～大阪市立大学理学部附属植物園前～私市橋
内　容　

▽午後 3時～ 9時 30分  模擬店（各会場、子ども向け模擬店は 5時から）

▽午後 6時 30分～ 7時 30分 オープニングセレモニー

▽午後 7時 3分～ 7時 7分  私市駅におりひめ・ひこぼし号が同時停車

▽午後 7時 30分～ 9時 30分 竹灯ろうを点火
問い合わせ　交野市星のまち観光会議事務局（商工観光課内　℡   892・0121）

第 2回天の川七夕まつり会場周辺図昨年、まつりに参加しました！

※ 来客用の駐車場はありませんので、公共交
通機関をご利用ください。
※  7 月 7 日（金）は、機物神社～星田妙見宮～
天の川七夕まつりの各会場を結ぶシャトル
バスの運行を予定しています。

星形に並べられた竹灯ろう（私市橋）
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  樹になる！
 実になる話

植物園観察会「水生植物」

と　き 7 月 22 日（土）午後 1時 30
分～ 2時 30分（雨天中止）

ところ 大阪市立大学理学部附属植
物園（私市 2000）

内　容

ヒシモドキ、ミズキンバイ、
ガガブタなどの絶滅危惧植
物を含んだ大阪近郊の約 80
種類の水生植物を、植物園教
員の解説を聞きながら観察

受講料 無料（入園料 350 円は必要、
中学生以下は無料）

申し込み 当日の午後 1時 30分までに
直接会場

問い合わせ
同植物園（℡   891・2059　
℻   891・2101　e-mail:b-
garden@sci.osaka-cu.ac.jp）

特集②　「夏」の私市植物園

身
近
な
野
生
生
物
が

環
境
の
目
安

　

ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
の
悪
化
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。健
康
に
生
活

で
き
る
環
境
は
大
切
で
、
私
た
ち

の
た
め
に
も
、
そ
し
て
私
た
ち
の

子
ど
も
、
孫
ら
の
た
め
に
も
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ふ
り
か
え
っ
て
私
た
ち
の
町

「
交
野
市
」
を
見
る
と
、
近
畿
地

方
の
中
で
は
、
自
然
が
ま
だ
ま
だ

残
っ
て
い
て
、
健
康
的
な
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
環
境
の
悪

化
は
分
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、

実
は
身
近
に
い
る
野
生
の
生
物

を
見
る
こ
と
で
は
っ
き
り
わ
か

る
こ
と
が
、よ
く
あ
り
ま
す
。

絶
滅
寸
前
の
水
生
植
物

　

水
辺
や
水
中
を
生
活
の
場
と

し
て
い
る
植
物
を
水
生
植
物
と

い
い
ま
す
。
身
近
に
は
ガ
マ
、
ヨ

シ
、
ハ
ス
、
ヒ
シ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。暑
い
盛
り
に
水
辺
の
植
物
を

見
か
け
、
水
面
を
吹
き
抜
け
る
風

に
ほ
っ
と
し
た
経
験
を
持
つ
方

も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　

水
生
植
物
は
、
特
に
水
質
汚
染

に
敏
感
で
、
汚
染
が
ひ
ど
く
な
る

と
す
ぐ
に
死
に
絶
え
て
し
ま
い

ま
す
。近
く
に
た
め
池
や
小
川
が

あ
れ
ば
の
ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ

い
。
水
生
植
物
が
見
つ
か
れ
ば
、

そ
こ
の
水
質
は
そ
れ
ほ
ど
汚
れ

て
い
な
い
と
考
え
て
も
い
い
の

で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
た
め
池
自
体
が
な
く

な
り
、
ま
た
、
あ
っ
て
も
水
質
汚

染
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
く
の
水
生

植
物
が
、
絶
滅
危
惧
植
物
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

植
物
園
に
残
る
水
生
植
物

　

植
物
園
で
は
、
開
園
の
こ
ろ

（
昭
和
25
年
）
に
近
畿
各
地
か
ら

集
め
、
育
て
て
き
た
野
生
の
水
生

植
物
を
、
現
在
も
約
80
種
類
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
で
は
、
ヒ
シ
モ

ド
キ
や
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
加
わ
っ

た
も
の
に
オ
オ
ア
ブ
ノ
メ
（
左

ペ
ー
ジ
写
真
）が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
は
、
現
在
の
よ
う
な
状
況

を
予
測
し
て
集
め
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
環
境
問

入口（事務所）

園内地図（入口～水生植物周辺）

水生植物

～水生植物～
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私市植物園　研究室だより

植物の環境適応メカニズムをさぐる

大阪市立大学大学院理学研究科助教授
飯野盛利

　根を張って育つ植物は、環境が悪化して
も逃げ出すことができません。しかし、茎や
葉をより適した方向に動かすことができま
す。また、乾燥、低温などのストレスを受け
たり、傷を負ったり、病虫害に侵されたりす
ると、さまざまな反応を引き起こして体を
守っています。植物が、このようなことがで
きるのは、光などの環境要因や乾燥などの
ストレスを感じ取って、それに反応する能
力を持っているからです。
　私たちは、このような植物が持つ機能に
ついて、研究しています。
　近年の研究では、ゲノムの配列をもとに
した分子遺伝学的研究が威力を発揮してい
ます。ゲノムは個々の生物種に固有な全遺
伝子を示す言葉で、その全貌は染色体上に
ある全DNAの塩基配列として示されます。
　シロイヌナズナは、最初に全ゲノムが解
読された高等植物です。この植物は雑草で
すが、ゲノムサイズが小さいことなどから、
最初のゲノム解読の材料に選ばれました。
イネは、全ゲノムが解読された 2番目の高
等植物です。これは、わが国を中心とした長
年のプロジェクト研究によってようやく達
成されました。
　私たちはこの
数年、イネを材
料にしてゲノム
配列情報を利用
した研究を進め
ています。環境
への反応などが変化した突然変異体を見つ
け出して、その突然変異の原因になる遺伝子
を明らかにし、その遺伝子の機能を探るとい
うのが、中心的な研究手法です。これによっ
て、植物が光や重力を受容したり、傷害に応
答したりするメカニズムなどが少しずつ明ら
かになってきました。
　シロイヌナズナは双子葉植物ですが、イ
ネは単子葉植物です。私たちの研究で、両植
物に共通するメカニズムが明らかになって
きました。一方、イネに特異なメカニズムも
浮き彫りになってきました。得られた研究
結果は、将来、環境に強いイネを作るのに役
立つと期待しています。

7月～9月の花だより（園内の主なもの）

種　類 場　所
7月 8月 9月

上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬

下
旬

アジサイ 花木園 ◎ ◎ ◎ ◎
ムクゲ 夏咲花木 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
サルスベリ 園内各所 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
アメリカデイゴ 外国観賞 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
キョウチクトウ 園内各所 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
アメリカ
　ノウゼンカズラ 花木園 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ハナゾノ
ツクバネウツギ 外国観賞 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

フヨウ 夏咲花木 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎→
ハイビスカス 温室前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
温帯スイレン 睡蓮プール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎→
熱帯スイレン 温室前プール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎→
ハナハス 水生植物 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ヘメロカリス 花畑 ◎ ◎ ◎
ポンテデリア 水生植物 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ミズカンナ 水生植物 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎→
※ 園内の詳しい場所については、植物園事務所で配布している利
用案内（園内地図付き）を参考にしてください。

※ 上記以外に、熱帯・亜熱帯植物も夏季限定で見ることができます。
バナナの野生種やさまざまな種類のワタ、ハイビスカスなどが
8月には見頃となり、熱帯の庭に迷い込んだような非日常的な雰
囲気となります。

題
を
考
え
た
と
き
、
歴
史
の
生
き

証
人
と
し
て
、
と
て
も
大
切
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
交
野
市
を
は
じ
め
、

近
畿
各
地
の
川
や
た
め
池
な
ど

で
、
普
通
に
見
ら
れ
た
水
生
植
物

の
ほ
と
ん
ど
は
、
絶
滅
し
た
か
、

ま
れ
に
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

植
物
園
に
残
る
水
生
植
物
た

ち
は
、
か
つ
て
の
近
畿
地
方
の
環

境
を
語
り
、
ま
た
、
私
た
ち
の
環

境
に
対
す
る
姿
勢
を
問
い
か
け

続
け
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

広
聴
広
報
課
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）
か
、
大

阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属
植

物
園（
℡  
８
９
１
・
２
０
５
９
）

オオアブノメ（ゴマノハグサ科）
　湿地に生える1年草で、絶滅の危険が増大している種（絶滅危
惧2類）のひとつ。茎の高さが10～20㌢で、実の形がアブの目
に似ていて、それが大きいところからこの名が付いた。一昨年、
自生地が工事にかかり緊急避難のため植物園に移植された。
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市政のうごき

介護保険料の本算定
（年間保険料の決定）

 

保
険
料
の
納
め
方

年
金
か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）

　

老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額
18
万

円
（
月
額
１
万
５
０
０
０
円
）
以

上
の
人
は
、
２
か
月
ご
と
の
年
金

定
期
支
払
時
に
、
２
か
月
分
の
介

護
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
、

今
年
の
10
月
か
ら
年
金
天
引
き
の

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

仮 

徴
収
期
間　

４
月
〜
９
月
（
徴

収
月
は
４
・
６
・
８
月
）

本 

徴
収
期
間　

10
月
〜
翌
年
３
月

（
徴
収
月
は
10
・
12
・
２
月
）

口
座
振
替
・
納
付
書
に
よ
る
納
付

（
普
通
徴
収
）

　

老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額
18
万

円
未
満
の
人
、
特
別
徴
収
が
開
始

さ
れ
る
前
の
人
は
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に

お
近
く
の
金
融
機
関
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な

い
よ
う
、
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

仮
算
定
期
間　

４
月
〜
６
月

本 

算
定
期
間　

７
月
〜
翌
年
３
月

（
毎
月
徴
収
）

保
険
料
は
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

７
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
除

く
）
の
納
期
限
は
７
月
31
日
（
月
）

 

介
護
保
険
料
の
軽
減

保
険
料
の
軽
減

　

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
策
と

し
て
、
真
に
生
活
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
人
に
対
し
て
、
保
険
料
の

軽
減
を
行
い
ま
す
。

対 　

象　

左
記
①
〜
⑤
の
要
件
す

べ
て
に
該
当
し
、
保
険
料
の
支

払
い
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
人

① 

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で

あ
る
こ
と
（
確
定
申
告
ま
た
は

市
民
税
申
告
が
必
要
）

② 

世
帯
の
年
間
収
入
合
計
が
96
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と
（
２
人
以

上
の
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
48

万
円
を
加
算
）

③ 

市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

第1号被保険者（65歳以上の人）の介護保険料
所得段階 対　象 保険料年額

第 1段階 生活保護受給者および老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民
税非課税の人 28,176円

第 2段階 世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円以下の人 28,176円

第 3段階 世帯全員が市民税非課税で、第2段階に該当しない人 42,264円
第 4段階
（基準額）

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課
税の人 56,352円

第 5段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の人 70,440円
第 6段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の人 84,528円

　

７
月
は
１
年
間
の
介
護
保
険
料

を
決
定
す
る
月
で
す
。

　

７
月
中
旬
に
、
本
算
定
納
入
通

知
書
お
よ
び
介
護
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
65
歳
以
上
の
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
に
送
付
し
ま
す
。

　

各
通
知
書
で
は
、
決
定
さ
れ
た

年
間
保
険
料
か
ら
仮
算
定
期
間
保

険
料
（
普
通
徴
収
は
４
月
〜
６
月

分
、特
別
徴
収
は
４
月
〜
８
月
分
）

を
引
い
た
額
を
月
割
り
計
算
し
て

い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
被
保
険
者

は
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
医
療

保
険
加
入
者
と
65
歳
以
上
の
す
べ

て
の
人
が
対
象
で
す
。こ
の
制
度

は
、
み
な
さ
ん
の
保
険
料
と
公
費

で
運
営
さ
れ
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
で
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
、
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課
（
℡  

８
９
３
・
６
４
０
０
）

年金からの天引き（特別徴収）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月
●円 ●円 ●円 ▲円 ■円 ■円

←仮徴収期間→ ←本徴収期間→
※●・▲・■をすべて足した額が、年間保険料額となります。

口座振替・納付書による納付（普通徴収）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月
○円 ○円 ○円 △円 □円 □円 □円 □円 □円 □円 □円 □円
←仮算定期間→ ←本算定期間→

※○・△・□をすべて足した額が、年間保険料額となります。

で
す
。

　

保
険
料
の
滞
納
が
あ
っ
た
場

合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
と
き

に
支
払
う
１
割
の
自
己
負
担
額

が
、
３
割
に
な
る
な
ど
、
滞
納
期

間
に
応
じ
た
保
険
給
付
の
制
限
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

7
月
中
旬
に
、
納
入
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
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い
な
い
こ
と
（
医
療
保
険
の
扶

養
者
も
含
む
）

④ 
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に

し
て
い
な
い
こ
と

⑤ 

資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な

お
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
状

態
に
あ
る
こ
と
（
住
居
用
資
産

を
除
く
、
ま
た
預
貯
金
な
ど
は

３
５
０
万
円
以
下
）

軽
減
の
内
容

　

介
護
保
険
料
第
３
段
階
（
18
年

度
年
額
保
険
料
４
万
２
２
６
４

円
）を
第
２
段
階（
18
年
度
年
額
保

険
料
２
万
８
１
７
６
円
）と
し
、
年

額
１
万
４
０
８
８
円
を
軽
減
し
ま

す
。た
だ
し
、当
該
年
度
の
未
到
来

納
期
分
を
上
限
額
と
し
ま
す
。

保
険
料
の
徴
収
猶
予

　

保
険
料
の
支
払
い
が
一
時
的
に

困
難
な
状
況
に
あ
る
人
に
対
し
、

保
険
料
の
徴
収
を
猶
予
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
高
齢
介
護
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

18
年
度
本
算
定
納
入

通
知
書
お
よ
び
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
、印
鑑
、預
貯
金
・

年
金
受
給
額
の
確
認
が
で
き
る

も
の
を
持
っ
て
高
齢
介
護
課

　

７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
化
月
間
で
す
。
こ
の
運

動
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
（
℡  

８
９
３
・
６
４
０
０
）

 

街
頭
Ｐ
Ｒ

と 　

き　

７
月
４
日
（
火
）
午
前

10
時
〜

と 

こ
ろ　

枚
方
市
民
会
館
前

内 　

容　

パ
レ
ー
ド
、
セ
レ
モ
ニ

ー
な
ど

※ 

市
内
で
は
、
午
後
６
時
か
ら
各

鉄
道
の
駅
前
で
、
街
頭
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
す
。

 

枚
方
・
交
野
地
区

更
生
保
護
大
会　

と 　

き　

７
月
21
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

交
流
ホ
ー
ル

内 　

容　

枚
方
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
演
奏
や
、
枚
方

市
教
育
委
員
の
記
虎
敏
和
さ

ん
に
よ
る
講
演
「
こ
ど
も
の

可
能
性
を
信
じ
て
〜
情
熱
と

愛
情
〜
」

 

非
行
に
関
す
る
相
談
機
関

▽ 

大
阪
保
護
観
察
所
（
℡  
06
・
６ 

９
４
９
・
６
２
４
１
）

▽ 

大
阪
府
中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
（
℡  
０
７
２
・
８
２
８
・ 

０
１
６
１
）

▽ 

青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
（
℡  
06 

・
６
９
４
４
・
３
４
３
４
）

社会を明るくする運動

第二京阪道路の状況（5月の動き）

▽  第二京阪道路の事業認定にかかる公聴会
（6月 2日・3日）の開催が公告されました。

▽  青山区、向井田区、柴野区などと話し合い
を行いました。
　最新の状況は、ホームページ（http://www. 
city.katano.osaka.jp/kakka/tokutai/）にも掲
載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡  892・
0121）

柴野区との話し合い（5月23日）

▼ 

昨
年
の
更
生
保
護
大
会
で
は
、
人

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

おわびと訂正
　「広報かたの」6月1日号 9ページ「介護
保険料の算定」表①新段階表の第2段階の
保険料年額に誤りがありました。
　誤りは「2万 8,716円」で、正しくは「2万
8,176 円」です。深くおわびし、訂正します。
問い合わせ　高齢介護課（℡   893・6400）
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市長・市議会議員補欠選挙
立候補予定者説明会

市政のうごき

全国高校総体
女子ソフトボール大会

　

９
月
３
日
（
日
）
執
行
予
定
の

交
野
市
長
選
挙
お
よ
び
交
野
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
立
候
補
に
必
要
な
諸

用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
立
候

補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
は

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

８
月
１
日
（
火
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
３
階　

大

会
議
室

問 

い
合
わ
せ　

市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
℡  
８
９
２
・
０
１ 

２
１
）

　

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

交
野
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
48
チ
ー
ム
が
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
び
、
各
都

道
府
県
の
代
表
選
手
た
ち
に
、
大

き
な
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と 　

き　

８
月
５
日
（
土
）
〜
８

日（
火
）

※ 

開
会
式
は
８
月
４
日
（
金
）
午

後
４
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交

野
、
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

府
立
交
野
高
校

問 

い
合
わ
せ　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

（
℡  
８
９
２
・
７
７
２
１
）

廃
棄
物
対
策
課
が
移
転

　

７
月
か
ら
、
廃
棄
物
対
策

課
の
執
務
室
が
、
市
役
所
別

館
２
階
（
私
部
１

－

１

－

１
）
か
ら
環
境
事
業
所
１
階

（
私
部
西
３

－

３

－

１
）
に

移
転
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
、
フ
ァ
ク

ス
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

廃
棄
物
対
策

課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１

℻  
８
９
３
・
１
１
７
０
）

全国高校総体女子ソフトボール大会日程
　と　き　

　ところ

8月4日（金） 5日（土）・6日（日） 7日（月） 8日（火）

開会式 1回戦・2回戦 3回戦 準々決勝 準決勝 決　勝

いきいきランド交野 16：30～ 第1試合9：00～
第2試合11：00～
第3試合13：00～
第4試合15：00～

第1試合
9：00～
第2試合
11：00～

第1試合
13：00～
第2試合
15：00～

9：00～ 12：00～

私部公園グラウンド
府立交野高校

大阪代表2校が決定
　6月10日（土）、いきいきランド交野で府予選準決勝と決勝戦が開催さ
れ、熱戦を勝ち抜いた大阪信愛女学院高等学校と羽衣学園高等学校が府
の代表に決定しました。興奮さめやらぬ会場で両校の主将がインターハ
イにむけての意気込みを語ってくれました。
大阪信愛女学院高等学校　祇園文那主将
 「 2年前のインターハイ出場時よりも勝利数を増やし、内容の濃い試合
をしたいと思っています」
 羽衣学園高等学校　今津尚美主将
 「 自分たちの持っている力を十分に出して、一つでも多く上を目指して
頑張ります」

府予選準決勝（府立八尾翠翔高校と大阪
信愛女学院高校の対戦）
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市政のうごき

交野まつり各種募集と踊りの練習
　8月 19日（土）・20（日）、私部公園グラウンドで開催する第 23
回交野まつりの各種イベント参加者や運営ボランティアを募集しま
す。（応募者多数の場合、ボランティア以外は選考）
　また、当日行う「盆踊り」と「よさこい鳴子踊り」の練習参加者も
あわせて募集します。　
問 い合わせ　交野まつり実行委員会事務局（〒 576 － 0053　
郡 津 1 － 63 － 11　 ℡   891・4444　 ℻   893・0777　e-mai
l:katanomatsuri@yahoo.co.jp　url：http://www.geocities.jp/
katanomatsuri/　月曜～金曜日午後 1時～ 5時）

フリーマーケット出店

と 　き　８月 19日（土）・20（日）午後１時～
６時

募 集数　両日とも 10 区画程度（1区画 3㍍×
4㍍）

出店協力金　1日 1,000 円
対 　象　市内在住・在勤でまつりの趣旨に賛同
する人（業者・プロは除く）

内 　容　家庭内不用品、手づくり品など（飲食
物、危険物、契約が必要なものは除く）

申 し込み　7月 14日（金）までに、ホームペー
ジから申し込み

市民ステージ出演者

と 　き　8月 19日（土）午後 2時～ 4時（1団
体約 20分）

出演料　無料
対 　象　市内で活動している音楽・ダンス・手
品・武芸などのグループ

申 し込み　デモテープ（カセット・ビデオ）と
簡単なプロフィールを 7月 14 日（金）必着
で同事務局へ持参か郵送

企業ブース出店

と 　き　8月 19日（土）・20（日）午後 1時～
6時

募集数　5社
出店料　無料
内 　容　企業活動の PR・実演などと来場者へ
の粗品（風船・うちわなど）の提供（物品の販
売、飲食物の提供は禁止）

対 　象　市内に本支店を置く企業か、市に関連
のある企業

申 し込み　7月 14日（金）までに、ホームペー
ジから申し込み

運営ボランティア

と 　き　8月 19日（土）・20（日）午後 1時～
9時

内 　容　子どもイベントの運営、会場清掃・警
備など

対 　象　原則として市内在住・在勤・在学者
申 し込み　8月4日（金）までに、同事務局へ電話

踊りの練習（申し込み不要）

▽盆踊り
と 　き・ところ　8月 6日（日）・13日（日）午
前 9時～正午、ゆうゆうセンター 4階　多目
的ホール

内 　容　交野音頭・河内音頭・アンパンマン音
頭など

▽よさこい鳴子踊り
と 　き・ところ　7月 29日（土）午後 4時～ 6
時 30 分・8月 13 日（日）午後 1時～ 4時、
青年の家 101号室

内　容　ウラジャ、南中ソーランなど

おわび

　「広報かたの」6月 1日号 19ページ「交野ま
つり模擬店募集」で、模擬店の新規募集を掲載
しましたが、今年度は募集を行わないことにな
りました。深くおわびいたします。

市民ステージでは、観客と一
体になって盛り上がります
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡  892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　環境保全課、都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　廃棄物対策課 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡  892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡  810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
教育文化会館 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡  892・0119
水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドア
　 野鳥のブローチ教室
　 サマーキャンプスクール
　 なかよしキャンプ

文　化
　 わらぞうりづくり
　 夏休み子ども写生大会

  夏休み環境教室
  青少年コーナー

　

親
子
で
作
る

　

野
鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
教
室

と 　

き　

８
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

内 　

容　

木
彫
り
で
か
わ
い
い
野

鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り

対 　

象　

幼
稚
園
・
保
育
園
児
〜

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※ 

小
学
生
低
学
年
以
下
の
子
ど
も

は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

定　

員　

先
着
15
組

参
加
費　

無
料

指　

導　

ブ
ロ
ー
チ
同
好
会

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
彫
刻
刀

ま
た
は
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
絵

の
具
、細
い
筆
、水
入
れ

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

５
日
（
水
）
か
ら
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

夏休み環境教室

　いつも身近にあって、大切さに気付
かない「自然」を体験してみませんか。
　今年は「セミの羽化」を観察します。
セミの幼虫が成虫へと羽化する命の
神秘をのぞいてみましょう。
と 　き　7月 24日（月）午後 6時～
9時

※ 雨天の場合は 25日（火）に順延。
25日も雨天の場合は中止します。

ところ　星の里いわふね
対　象　市内在住の小学生と保護者
定　員　先着 50人
内　容　セミの羽化を観察。ぬけがら調べなどのセミの勉強
※詳しいプログラムなどは後日参加者に連絡します。
参加費　無料
講　師　大阪自然環境保全協会員
申し込み・問い合わせ　7月 5日（水）から環境保全課
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

ス
ク
ー
ル

　

緑
あ
ふ
れ
る
傍
示
の
里
で
、
手

づ
く
り
の
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。

と 　

き　

８
月
１
日
（
火
）
〜
３

日（
木
）（
２
泊
３
日
）

と
こ
ろ　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
５
年
生
〜
中
学
２
年
生

定　

員　

先
着
50
人

参 

加
費　

５
０
０
０
円（
食
材
費
・

ま
き
代
な
ど
含
む
）

申 

し
込
み　

７
月
７
日
（
金
）
〜

14
日
（
金
）〈
月
曜
日
を
除
く
〉

に
参
加
費
を
持
っ
て
青
年
の
家

窓
口

問
い
合
わ
せ　

体
育
文
化
協
会

　

な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ

　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
日
帰

り
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

８
月
26
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜
８
時

集 　

合　

午
後
０
時
30
分
に
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

市
内
在
住
の
障
が
い
児

（
者
）
で
、
保
護
者
の
同
伴
か
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
が
で
き

る
人

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
も
可
能

で
す
が
、
事
前
の
顔
合
わ
せ
が

必
要
で
す
。

内 　

容　

野
外
炊
さ
ん
、
ク
ラ
フ

ト
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な

ど
定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

５
０
０
円

主 　

催　

障
害
児（
者
）親
の
会
・

市
教
育
委
員
会

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

７
日
（
金
）
か
ら
参
加
費
を
持

っ
て
青
少
年
育
成
課

文　
化

青少年コーナー
「子どもを守る安全のネットワーク」

　

先
日
、「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
駅

が
、
全
国
展
開
」
と
い
う
新
聞
記

事
が
、ふ
と
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
駅
」
と

は
、
Ｊ
Ｒ
や
私
鉄
、
公
営
鉄
道
な

ど
１
７
１
の
鉄
道
会
社
が
協
力
し

て
始
め
た
取
り
組
み
で
、「
子
ど
も

を
危
険
か
ら
守
る
避
難
場
所
」
と

し
て
、
今
年
の
４
月
か
ら
全
国
約

９
０
０
０
あ
る
駅
の
う

ち
、
約
３
割
の
２
８
１
９

か
所
の
駅
が
「
こ
ど
も

１
１
０
番
の
駅
」
と
し
て

指
定
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

関
西
で
は
、
昨
年
４
月

か
ら
す
で
に
先
行
・
実

施
し
て
お
り
、
今
回
は
同

取
り
組
み
を
全
国
規
模

に
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

　

昨
今
、
子
ど
も
を
狙
っ

た
凶
悪
な
犯
罪
が
後
を

絶
た
な
い
た
め
、
駅
が
積
極
的
に

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に

設
置
。子
ど
も
が
不
審
者
に
追
わ

れ
る
な
ど
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
、
助
け
を
求
め
て
き
た
時

に
保
護
し
、
警
察
に
通
報
す
る
な

ど
の
必
要
処
置
を
と
る
の
が
目
的

で
、
駅
事
務
所
や
改
札
口
な
ど
、

目
立
つ
場
所
に
子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
あ
る
「
機
関
車
ト
ー
マ
ス
」

が
描
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
げ

て
い
る
の
で
気
が
つ
か
れ
た
人
も

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

市
内
の
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

駅
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
は
、
い
く
つ
か
の
駅
で
は
、
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
設
置

さ
れ
て
い
な
い
駅
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
の
た
め
に
も
一
日
も
早

い
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

す
で
に
、
青
少
年
育
成

大
阪
府
民
会
議
が
進
め

て
い
る
「
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
は
、
16
年
４
月

現
在
、市
内
で
１
２
８
６

軒
の
家
庭
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

こ
の
二
つ
と
、
地
域
社

会
の
大
人
た
ち
が
力
を

あ
わ
せ
「
未
来
の
宝
」
で
も
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
守
る
こ
の
「
安
全
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」運
動
が
幾
重
に
も

広
が
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
、
明
る
い
ま
ち
・

交
野
に
し
て
い
き
た
い
と
願
わ
ず

に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　

わ
ら
ぞ
う
り
づ
く
り

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
家
族
で

一
緒
に
わ
ら
ぞ
う
り
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。布
き
れ
を
使
っ
た
わ

ら
ぞ
う
り
も
作
れ
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
布
き
れ（
ハ
ン
カ
チ
・

手
ぬ
ぐ
い
な
ど
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
22
日（
土
）

▽
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

　

夏
休
み
子
ど
も

　

写
生
大
会

と 　

き　

７
月
21
日
（
金
）
〜
８

月
31
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

教
育
文
化
会
館
（
歴
史

民
俗
資
料
展
示
室
）

内 　

容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

解
説
と
展
示
品
・
建
物
の
写
生

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

財
事
業
団

階　

ロ
ビ
ー

定　

員　

各
部
先
着
30
人

参
加
費　

無
料

講　

師　

交
野
市
古
文
化
同
好
会

　

小
野
香
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

５
日（
水
）か
ら
高
齢
介
護
課

以前の作品



文　
化

LOVE ゆう淀川上流
クリーン作戦 2006

　LOVE ゆう淀川上流ク
リーン作戦実行委員会は、
河川についての認識を深
めるために、淀川クリー
ン作戦を開催します。
と 　き　7 月 16 日（日）
午前 10時～ 11時

※ 午前 9 時 30 分から、
当日の説明をします。

ところ　淀川河川公園　枚方地区
内 　容　河川敷に廃棄された紙くず・空き缶などの一斉
ごみ清掃、お楽しみ抽選会（予定　11:10 ～ 12:00）

※ 公共交通機関を利用してご来場ください。
※ ゴミ袋、軍手、タオルは用意します。
※参加者には記念品をお渡しします。
問 い合わせ　同事務局 （℡864・0100　℻864・0500）

　

㈶
体
育
文
化
協
会
は
、
社
会

教
育
施
設
な
ど
の
一
部
の
管
理

運
営
や
、
体
育
・
文
化
活
動
の

育
成
・
団
体
支
援
・
振
興
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
で
特
技
を
生
か
し
て
、

講
師
・
助
言
者
・
指
導
者
・
施
設

管
理
運
営
者
と
し
て
協
力
し
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対 　

象　

63
歳
ま
で
の
簡
単
な

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
健

康
な
人

申 

し
込
み　

青
年
の
家
に
あ
る

登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
協
会
事
務
局
（
青
年

の
家
内
）

問
い
合
わ
せ　

同
協
会

体
育
文
化
協
会
に
人
材
登
録
し
ま
せ
ん
か

文　化
　 成人式を企画・運営しませんか
　 交野の七夕伝説
　 市民文化財講座
　 牛乳パック出前工作教室

スポーツ
　 いきいきランドからのお知らせ
　 体育教室「ドッククラブ」

環　境
　 環境フェスタ実行委員募集
　 村野浄水場夏休み親子見学会
  体育文化協会人材登録
  LOVEゆう淀川上流クリーン作戦
  浄化槽法の改正
  下水道展 06大阪

　

交
野
の
七
夕
伝
説

　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
で

は
、
七
夕
に
合
わ
せ
て
、
交
野
に

ま
つ
わ
る
星
の
伝
説
の
紹
介
や
、

笹
飾
り
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
短
冊
に
願
い
を
書
き
に

き
て
く
だ
さ
い
。

期 　

間　

７
月
９
日
（
日
）
ま
で

の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

教
育
文
化
会
館
（
歴
史

民
俗
資
料
展
示
室
）

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

　

市
民
文
化
財
講
座

　

盆
踊
り
に
か
か
せ
な
い
「
河
内

音
頭
」
の
実
演
を
ま
じ
え
た
講
座

　

 

成
人
式
を
企
画
・
運
営

し
ま
せ
ん
か

　

わ
が
ま
ち
交
野
の
成
人
式
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
運
営
の
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

対 　

象　

市
内
在
住
で
新
成
人
に

な
る
人
（
昭
和
61
年
４
月
２
日

〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
）

募
集
人
数　

10
〜
15
人
程
度

内 　

容　

８
月
か
ら
月
２
回
ほ

ど
、青
年
の
家
で
会
議
を
行
い
、

式
当
日
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　

牛
乳
パ
ッ
ク

　

出
前
工
作
教
室

　

牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡

会
は
、
地
区
の
子
ど
も
会
や
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
う
催
し
に
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

廃
棄

物
対
策
課

牛乳パックを使ったおもちゃ
（パクパクカバさん）

で
す
。

と 　

き　

７
月
12
日
（
水
）・
19

日（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　

河
内
音
頭
の
ル
ー
ツ

「
交
野
節
」付
、江
州
音
頭

定　

員　

先
着
１
０
０
人

参 

加
費　

３
０
０
円
（
２
回
分
、

資
料
代
含
む
）

講 　

師　

音
頭
研
究
家　

村
井
市

郎
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

財
事
業
団

18.07.01 (14)



(15)18.07.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

ス
ポ
ー
ツ

　

 
い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

か
ら
の
お
知
ら
せ

■ 

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
時
間
試
行
延
長

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
、
多
数

の
要
望
に
よ
り
、
試
行
的
に
い
き

い
き
ラ
ン
ド
交
野
の
プ
ー
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
時
間

の
開
始
を
30
分
早
め
、
終
了
を
30

分
延
長
し
ま
す
。

期 　

間　

７
月
１
日
（
土
）
〜
９

月
30
日（
土
）

利
用
時
間

▽ 

平
日
・
土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜

午
後
９
時

▽ 

日
曜
日
・
祝
日
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

■
随
時
会
員
募
集

▽ 

わ
く
わ
く
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
会
員

　

７
月
か
ら
、
初
回
講
習
会
を
毎

日
開
催
し
ま
す
。

▽
交
野
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

ベ
ビ
ー
コ
ー
ス
（
６
か
月
〜
２

歳
児
）、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
（
３
歳

〜
）、
一
般
ク
ラ
ス
・
ヘ
ル
シ
ー

ク
ラ
ス
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
な
ど
、

若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野

　

体
育
教
室

　
「
ド
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」

と 　

き　

７
月
25
日
（
火
）
〜
28

日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
と
、
７
月
29
日（
土
）午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と 
こ
ろ　

青
年
の
家　

１
０
１
号
室

内 　

容　

遊
び
を
通
し
て
、「
運
動

が
苦
手
」を
克
服

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
運

動
が
苦
手
な
小
学
生

定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

３
０
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

４
日（
火
）〜
12
日（
水
）〈
月
曜

日
を
除
く
〉
に
参
加
費
を
添
え

て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

浄化槽法の改正

　18年２月に浄化槽法が改正され、法定検査の受検に関する勧告
や命令などの規定が設けられました。
主な改正内容

▽ 法定検査の受検に関する命令、違反者への罰則など
　 　浄化槽は、汚水を処理する装置であり、法に基づいた適正な維
持管理（保守点検・清掃・法定検査）を実施しなければなりません。
　 　浄化槽適正管理の徹底を図るため、法定検査を受検しない人に
対して、知事などから受検命令などの処分が行えるよう権限が強
化されました。罰則も設けられています。
　 　法定検査には、設置後 3～ 8か月に行う「設置後の水質検査（7
条検査）」と、その後毎年行う「定期検査（11条検査）」があります。

▽  浄化槽の使用を廃止した際の保健所への届け出
　 　浄化槽使用廃止の届け出が義務化されました。浄化槽の使用を
廃止した時は、その日から 30日以内に保健所に届け出てくださ
い。

▽浄化槽設置後の水質検査（7条検査）の検査時期の見直し
　 　7条検査の時期が「使い始めて3か月を経過してから5か月間」
（使い始めてから 3～ 8か月）になりました。
問い合わせ　四條畷保健所（℡   878・1021）

環　
境

　

環
境
フ
ェ
ス
タ

　

実
行
委
員
募
集

　

環
境
フ
ェ
ス
タ
準
備
会
で
は
、２

月
に
星
の
里
い
わ
ふ
ね
で
開
催
し

た
「
環
境
フ
ェ
ス
タ
in
交
野
」
を
、

今
年
度
も
み
な
さ
ん
の
力
を
借
り
、

実
行
委
員
会
を
組
織
・
運
営
し
て

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
こ
の
環
境
イ
ベ
ン
ト

を
作
り
上
げ
る
委
員
を
募
集
し
ま

す
。参
加
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※ 

第
１
回
委
員
会
を
、
７
月
13
日

（
木
）
午
後
７
時
か
ら
予
定
し

て
い
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環
境

保
全
課

　

村
野
浄
水
場

　

夏
休
み
親
子
見
学
会

と 　

き　

８
月
１
日
（
火
）
〜
４

日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

村
野
浄
水
場
（
枚
方
市

村
野
高
見
台
７

－

２
）

内 　

容　

場
内
見
学
、
ビ
デ
オ
上

映
、利
き
水
コ
ー
ナ
ー
な
ど

対 　

象　

府
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

定　

員　

各
日
先
着
60
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

28
日
（
金
）
ま
で
に
㈶
大
阪
府

水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
村
野
分
室

（
℡  
８
４
９
・
６
７
８
８　

午
前

９
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３

時
45
分
）

と 　

き　

７
月
25
日
（
火
）
〜
28

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
（
25
日
は
午
前
10
時
30
分
か

ら
、28
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と 

こ
ろ　

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

（
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
１

－

５

－

１
０
２
）

内 　

容　

下
水
処
理
、
維
持
管
理

な
ど
の
最
新
技
術
や
機
器
を

展
示
、
下
水
道
へ
の
理
解
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト

問 

い
合
わ
せ　

府
下
水
道
課
（
℡  

06
・
６
９
４
１
・ 

０
３
５
１
）

か
、
㈳
日
本
下
水
道
協
会
広

報
課
（
℡  
03
・
５
２
０
０
・ 

０
８
１
１
）

下
水
道
展
06
大
阪



人　
権

　

 「
平
和
と
人
権
を
守
る
都

市
宣
言
」朗
読
者
募
集

　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
恒
久
平
和
の

大
切
さ
を
確
か
め
合
う
た
め
に
、

今
年
も
８
月
に
、
い
き
い
き
ラ
ン

ド
交
野
で
開
催
す
る
「
平
和
祈
念

の
夕
べ
」
で
「
平
和
と
人
権
を
守

る
都
市
宣
言
」
を
朗
読
す
る
小
・

中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

※ 

小
学
生
は
日
本
語
文
、
中
学
生

に
は
英
語
文
を
朗
読
し
て
も
ら

い
ま
す
。文
章
を
暗
記
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申 

し
込
み　

7
月
20
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
か
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き

（
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

人

権
政
策
室
）、
フ
ァ
ク
ス
（
℻

８
９
１
・
５
０
４
６
）、
ｅ
メ
ー

ル
（e-m

ail:jinken@
city.k

atano.osaka.jp

）
で
人
権
政

策
室

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

　

歴
史
か
ら
人
権
を
学
ぶ

と 　

き　

７
月
10
日
（
月
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね
２
階

　

研
修
室
２

テ 

ー
マ　
「
部
落
問
題
の
視
点
か

ら
」

定　

員　

先
着
50
人

参
加
費　

３
０
０
円

講　

師　

関
西
大
学
文
学
部
講
師

　

上
杉
聰
さ
ん

主　

催　

市
人
権
協
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

参
加

費
を
持
っ
て
人
権
政
策
室

　

絵
本
を
つ
く
ろ
う

と 　

き　

７
月
21
日
（
金
）・
28

日
（
金
）・
８
月
４
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
で
す
。

と 

こ
ろ　

倉
治
図
書
館
２
階　

視

聴
覚
室

対　

象　

小
学
生
以
上

※ 

小
学
校
１
〜
３
年
生
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

25
人

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。

参
加
費　

無
料

講 　

師　

絵
本
作
家　

杉
浦
つ
か

さ
さ
ん

申 

し
込
み　

７
月
７
日
（
金
）〈
必

着
〉
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
学

年
（
小
学
生
の
み
）
を
記
入
し
、

〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

人

権
政
策
室

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

児童手当の拡充と現況届
■児童手当の拡充
　4月から、児童手当の支給対象年齢が小学 6年
生（12歳になってから最初の 3月 31日）までに
引き上げられ、所得制限も引き上げられました。
　新たに児童手当を受けるには手続きが必要で
す。
　なお、制度改正により新たに受給資格を取得し
た人で、9月 30日（土）〈窓口は 9月 29日（金）〉
までに受け付けたものは、受給資格を取得した月
までさかのぼって支給される場合があります。
※ 詳しくは、広報かたの 5月 1日号を参照か、お
問い合わせください。

■児童手当の現況届
　児童手当を受給している人に対し、5月末に「児
童手当現況届」を送付しています。まだ提出して
いない人は至急提出してください。提出されない
場合は、手当を差し止めることになります。
問い合わせ　社会福祉課

母子家庭などの子育てや就業を支援

■母子家庭高等技能訓練促進費
　就職に結びつきやすい資格（看護師、介護福祉士、保
育士、理学療法士、作業療法士）を取得するために、2
年以上養成機関で受講する場合、受講期間のうち一定期
間分の費用を支給します。所得制限があります。
■母子家庭自立支援教育訓練給付金
　教育訓練講座として指定された講座を受講した場合
に支給されます。受講前に相談が必要で、所得制限があ
ります。また、雇用保険制度の教育訓練給付の受給資格
がある人は受給できません。
■ひとり親家庭日常生活支援事業
　ひとり親家庭の母・父・養育者が就学や疾病などによ
り、一時的に家事援助や保育などが必要となったときに
家庭生活支援員を派遣または支援員の居宅などで児童
の世話などを行う事業を開始しました。ただし、大阪府
母子寡婦福祉連合会が行っているヘルパー派遣事業の
対象者は利用できません。
問い合わせ　社会福祉課

人　権
　 平和と人権を守る都市宣言朗読者募集
　 歴史から人権を学ぶ
　 絵本をつくろう

福　祉
　 愛の献血
　 民生委員への連絡方法を変更
　 ひとり暮らし高齢者などの調査
　 はり・きゅう施術費の助成
　 肢体不自由者 IT 基礎講習会

  児童手当の拡充と現況届
  母子家庭の子育てや就業を支援
  第 4回共に生きる障害者展
  星友クラブ連合会俳句大会

18.07.01 (16)
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

福　
祉

　

愛
の
献
血

　

交
野
市
献
血
推
進
協
議
会
は
、

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま

す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と　

き
・
と
こ
ろ

▽ 

７
月
５
日
（
水
）
＝
㈱
万
代
倉

治
店

▽ 

７
月
21
日
（
金
）
＝
イ
ズ
ミ
ヤ

㈱
交
野
店

受 

付
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

※ 

本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
を
証

明
す
る
も
の
（
免
許
証
・
保
険

証
・
学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

 

民
生
委
員
児
童
委
員
へ

の
連
絡
方
法
を
変
更

　

民
生
委
員
児
童
委
員
へ
の
い
た

ず
ら
電
話
や
悪
質
な
訪
問
販
売
が

多
発
し
て
い
る
た
め
、
委
員
へ
の

連
絡
は
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
事
務
局
を
通
し
て
連
絡
す
る
方

法
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
に
相
談
や

連
絡
を
し
た
い
人
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
内　

℡  
８
９
３ 

・
６
４
０
０
）

　

 

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費

　

の
助
成

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
は

り
・
き
ゅ
う
施
術
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。利
用
に
は
市
が
発
行

す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※ 

65
歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら
申

請
で
き
ま
す
。

　

 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

な
ど
の
調
査

　

在
宅
ケ
ア
の
支
援
と
緊
急
時
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
協
力
を

得
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
（
ひ
と

り
暮
ら
し
で
65
歳
以
上
の
人
）
や
寝

た
き
り
の
人
（
家
で
６
か
月
以
上
寝

た
き
り
の
人
）の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
は
７
月
１
日
を
基
準
日
と

し
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
が

対
象
に
な
り
ま
す
。調
査
対
象
に

な
る
人
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

利
用
回
数　

１
年
度
内
に
３
回

利
用
施
術
所

▽
大
矢
鍼
灸
院（
私
部
）

▽
池
田
鍼
灸
院（
星
田
）

▽
新
庄
鍼
灸
院（
倉
治
）

▽
本
田
鍼
灸
接
骨
院（
私
市
山
手
）

▽
司
鍼
灸
院（
郡
津
）

▽
風
間
キ
ン
グ
堂
治
療
院（
松
塚
）

費 　

用　

は
り
ま
た
は
き
ゅ
う
１

回
に
つ
き
１
０
０
０
円
、
は
り
・

き
ゅ
う
併
用
は
１
回
１
１
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

介
護
課

　

肢
体
不
自
由
者

　

Ｉ
Ｔ
基
礎
講
習
会

と 　

き　

７
月
20
日
（
木
）・
27

日
（
木
）・
31
日
（
月
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

※
３
日
間
で
１
コ
ー
ス
で
す
。

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
手
足
な
ど
に
障
が
い
の

あ
る
人

定 　

員　

先
着
20
人
（
身
体
障
害

者
手
帳
所
持
の
人
を
優
先
）

費 　

用　

１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

３
日（
月
）〜
13
日（
木
）〈
土
・
日

曜
日
除
く
〉に
障
が
い
福
祉
課

交野市星友クラブ連合会俳句大会

■俳句大会
と　き　8月 10日（木）午後 1時～
ところ　ゆうゆうセンター4階　多目的ホール
※当日会場で席題を用意します。
参加費　無料
講　師　田中峰雪さん
■投句募集
兼　題　7～ 9月の兼題句と自由題を各 1句
※ 自作で未発表のものに限ります。二重投稿、
類作のないようにしてください。

対 　象　星友クラブ会員か、市内在住の 60
歳以上の人

申 し込み　官製はがきの裏面右側に句を、左
側に①住所②氏名③性別④年齢⑤電話番号
と俳句大会への参加・不参加を記入し、７
月 20 日（木）までに、〒 576 － 0034　
天野が原町 5－ 5－ 1　高齢介護課

問 い合わせ　高齢介護課

第４回共に生きる障害者展
　障がい者の自立と社会参加を促進することを目的とし
て、「第４回共に生きる障害者展」を開催します。この障
害者展は「第 29回障害者作品展」「情報通信機器展 2006
／ユニバーサルデザイン生活展」「文化芸術展」を同時開
催する大阪の障がい者の祭典です。
　また、「障害者作品展」で展示・即売する障がい者の作
品も募集しています（８月 18日（金）まで）。
と 　き　9月16日（土）～18日（祝）午前10時～午後5時
※ 「情報通信機器展 2006 ／ユニバーサルデザイン生活
展」、「文化芸術展」は、16日（土）・17日（日）のみの
開催になります。

と ころ　国際障害者交流センター（堺市南区茶山台 1－
8－ 1）

入場料　無料
問 い合わせ　府障害保健福祉室（℡   06・6941・0351　
℻   06・6942・7215）

※ 「障害者作品展」への出展は同作品展実行委員会事務局
（℡   06・6775・9115　℻   06・6775・9116）にお問
い合わせください。
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保
険
・
年
金

保険・年金
　 国民健康保険の料率決定
　 老人医療証の交付申請
　 老人医療証の更新
　 入院時の一部負担金・食事代の減額
　 老人医療の一部負担金助成申請
　 高齢受給者証が変わります
　 国民健康保険料の納付

   心の輪を広げる体験作文・
   障害者週間ポスターの募集
  福祉医療制度の一部自己負担金を軽減

� 心の輪を広げる体験作文・
障害者週間のポスターの募集
　障がいのある人とない人との心のふれあい
の体験作文や、障がい者への理解を促進する
ポスターを募集しています。
募集形式

▽  体験作文　400 字詰め原稿用紙（縦書き）
で小・中学生は 2～ 4枚、高校生・一般は
4～ 6枚

▽ ポスター　小・中学生のみ。B3画用紙か、
四つ切りサイズ画用紙（縦長のみ）
申 し込み　7月 1日（土）～ 9月 11 日（月）
〈消印有効〉に〒 540－ 8570　大阪府健康
福祉部障害保健福祉室計画推進課企画調整
グループまで郵送か、直接持参（土・日曜日・
祝日を除く）

問 い合わせ　同グループ（℡06・6941・0351
℻ 06・6942・7215　url:http://www.pref.os
aka.jp/shogaifukushi/kokoro18/）

18 年度国民健康保険料の料率 医療分 介護分
年
間
保
険
料（
１
〜
３
の
合
計
）

1 所得割
基準総所得金
額（17年中の
所得が対象）

× 9.98
100 

× 1.52
100 

2 均等割 被保険者 1人あたり 34,500 円 8,900 円

3 平等割 1世帯あたり 29,800 円 5,500 円
限度額 52万円 8万円
40 歳以上 65 歳未満の国保加入者は、介護分が加
算されます。

所得割の基準総所得金額の計算方法
◇給与所得等の場合
　給与収入－給与所得控除－基礎控除（33万円）
◇公的年金等の場合（65歳未満）
　年金等の収入－公的年金等控除－基礎控除（33万円）
◇公的年金等の場合（65歳以上）
　 年金等の収入－公的年金等控除－特別控除（13万円）－基
礎控除（33万円）
◇営業・その他の事業・不動産所得等の場合
　収入－必要経費（専従者給与、控除を含む）－基礎控除（33万円）
○ 保険料は、17年中（前年中）の所得と、18年度の加入者数
および世帯数を基準として決定します。また、保険料は医療
分と介護分を合算した額です。
※  7 月は、保険料が決定する月です。本算定納入通知書（18
年 7 月～ 19 年 3 月）は、確定保険料から仮算定期間（4
～ 6月）の額を差し引いたものを月割計算したものです。

　

 

国
民
健
康
保
険
の

　

料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　

18
年
度
の
医
療
分
・
介
護
分
の

保
険
料
が
下
表
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
料
率
は
、
医
療
費
の
伸
び

や
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
前
年

中
（
平
成
17
年
）
の
所
得
の
状
況
、

18
年
度
の
加
入
者
数
お
よ
び
加
入

世
帯
を
基
に
算
出
し
た
案
を
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問

し
、
答
申
を
受
け
て
決
定
し
た
も

の
で
す
。

　

医
療
分
に
つ
い
て
は
、
今
日
の

経
済
状
況
を
考
慮
し
、
保
険
料
率

お
よ
び
限
度
額
を
52
万
円
（
国
の

限
度
額
は
53
万
円
）
に
据
え
置
き

し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
分
（
40
〜
65
歳
未

満
の
被
保
険
者
が
対
象
）
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
の
納
付
金

な
ど
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
均
等
割
を
８
６
５
０
円

か
ら
８
９
０
０
円
に
、
平
等
割
を

５
３
５
０
円
か
ら
５
５
０
０
円
に

引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
限
度
額
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
国
の
基
準
は
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
ど
お
り

８
万
円
に
据
え
置
き
し
ま
す
。

　

所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の

保
険
料
率
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

福祉医療制度の一部自己負担金を軽減
　下表の医療証・証明書を持っている人は、7月
1日以降受診分から支払った一部自己負担金を１
か月単位で合算し、その金額が 2,500 円を超えた
場合、それぞれの担当課に申請することで、超過
分の返還を受けることができます。

対象医療証・証明書 担当課

乳幼児医療証

社会福祉課両親の保護を受けられない児童医療証

ひとり親家庭医療医療証

障害者医療医療証 障がい福祉課

老人医療・老人保健該当の「一部負
担金相当額等一部助成証明書」 国民健康保険課

申 請に必要な物　１か月間に支払った分の領収書、
印鑑など
申 し込み・問い合わせ　社会福祉課、障がい福祉課、
国民健康保険課
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

 

高
齢
受
給
者
証
が

　

変
わ
り
ま
す

　

現
在
、お
持
ち
の
受
給
者
証（
オ

レ
ン
ジ
色
）
は
７
月
末
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

新
し
い
受
給
者
証
（
浅
黄
色
）

は
、
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
８
月
か
ら
は
新
し
い
証
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
受
給
者
証
の
対
象
者
は
14

年
10
月
１
日
以
降
70
歳
に
な
っ

た
国
保
加
入
者
で
、
老
人
保
健

（
75
歳
以
上
）
の
適
用
と
な
る

期
間
ま
で
で
す
。

　

 　

な
お
、
こ
れ
か
ら
70
歳
に
な

る
人
に
つ
い
て
は
、
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

国民健康保険料
の納付

　7月分の納期限は 7月 31
日（月）です。期限内に納め
ましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

　

老
人
医
療
証
の
更
新

　

現
在
、
老
人
医
療
証
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
８
月
１
日
（
火
）
以

降
引
き
続
き
交
付
対
象
と
な
る
人

に
は
、
７
月
末
ご
ろ
に
新
し
い
医

療
証
を
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

　

老
人
医
療
証
の

　

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
８
月
１
日
（
火
）
か
ら
老
人
医

療（
医
療
費
の
助
成
）制
度
の
受
給

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
医
療
証
の
交
付
申
請（
代

理
申
請
可
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
８
月
中
に
満
65
歳
に
な
る
人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
患
者
票
所
持

の
人
）

② 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
11
年
８
月
２
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

①
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
患
者
票
所
持

の
人
）

③ 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

⑤ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

20
日
（
木
）
か
ら
国
民
健
康
保

険
課
老
人
医
療
係

　

老
人
医
療
の

　

一
部
負
担
金
助
成
申
請

　

７
月
末
現
在
に
、
満
65
歳
以
上

で
老
人
医
療
証
ま
た
は
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
医

療
機
関
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担

金
の
一
部
免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※ 

す
で
に
「
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
証
明
書
」
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
７
月
31
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。更
新
手

続
の
案
内
は
７
月
中
旬
に
送
付

予
定
で
す
。

対　

象

① 

身
体
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
）に
該
当
す
る
人

② 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

③ 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
患
者
票
所
持

の
人
）

⑤ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

※ 

そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

持 

ち
物　

そ
れ
ぞ
れ
該
当
を
証
明

す
る
も
の
（
障
害
者
手
帳
・
患

者
票
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
老

人
医
療
証
ま
た
は
老
人
保
健
医

療
受
給
者
証

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

20
日
（
木
）
か
ら
国
民
健
康
保

険
課
老
人
医
療
係

　

 

入
院
時
の
一
部
負
担
金

お
よ
び
食
事
代
の
減
額

　

老
人
医
療
証
ま
た
は
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
家
族

全
員
が
市
民
税
非
課
税
）
に
該
当

す
る
人
は
、
入
院
し
た
と
き
に
窓

口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
必
ず
入
院
す

る
前
（
現
在
入
院
中
も
含
む
）
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
し

た
月
の
初
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。

※ 

す
で
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
申
請
」
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
７
月
31
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。更
新

に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

持 

ち
物　

老
人
医
療
証
ま
た
は
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
、
健
康

保
険
証

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

20
日
（
木
）
か
ら
国
民
健
康
保

険
課
老
人
医
療
係
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「
市
・
府
民
税
の

　

お
知
ら
せ
」の
訂
正

　

市
・
府
民
税
の
普
通
徴
収
義
務

者
の
み
な
さ
ん
に
送
付
し
た「
市
・

府
民
税
の
お
知
ら
せ
」（
平
成
18

年
度
市
民
税
・
府
民
税
納
税
通
知

書
に
同
封
）
中
、
平
成
17
年
度
公

的
年
金
等
収
入
金
額
の
表
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。深
く
お
わ
び
し
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

保
険
・
年
金

保険・年金
　 国民年金保険料の免除制度

　税
　 「市・府民税のお知らせ」の訂正
　 固定資産・都市計画税の納期月
　 市税証明書の申請方法変更

くらし
　 国の教育・事業ローン
　 まちづくりラウンドテーブル

  ゆうゆう講座（老人大学）
  JOB カフェOSAKA
  消費者相談

　

 

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
（
月
額

１
万
３
８
６
０
円
）
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
が
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

■ 

免
除
制
度
の
種
類
と
年
金
受
給

割
合

▽ 

全
額
免
除
制
度
＝
３
分
の
１
を

受
給

▽ 

４
分
の
１
納
付
制
度
＝
２
分
の

１
を
受
給

▽ 
半
額
納
付
制
度
＝
３
分
の
２
を

受
給

▽ 

４
分
の
３
納
付
制
度
＝
６
分
の

５
を
受
給

※ 

４
分
の
１
納
付
制
度
と
４
分
の

３
納
付
制
度
は
、
18
年
７
月
か

ら
の
新
制
度
で
す
。

※ 

一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
る

一
部
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
た

場
合
、
一
部
免
除
が
無
効
に
な

り
ま
す
。

■ 

18
年
度
の
一
部
納
付
の
月
額
保

険
料

▽
４
分
の
１
納
付
＝
３
４
７
０
円

▽
半
額
納
付
＝
６
９
３
０
円

▽ 

４
分
の
３
納
付
＝
１
万
４
０
０

円
問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当
か
、
枚
方
社
会
保
険
事
務
所

（
℡  
８
４
６
・
５
０
１
１
）

　
税

第33回ゆうゆう講座（老人大学）
①開講式・一般教養講座（定員 100 人）
と　き　9月 8日（金）午後 1時 15分～ 2時 45分
テーマ　あなたの脳内年齢は？
講 　師　神戸大学医学部保健学科医学系研究科　作業
療法士　横井賀津志さん

②健康講座（定員 70人）
と　き　9月 15日（金）午後 1時 30分～ 2時 45分
テーマ　うたビクス（簡単な体操）
講　師　大阪ガスグループ福祉財団
③口腔・食生活講座（定員 100 人）
と　き　9月 22日（金）午後１時～２時 45分
テーマ　お口の健康管理とバランスの取れた食生活
講 　師　歯科衛生士　瀬戸口晴子さんほか、交野・畷・
大東地域活動栄養士会　門瀬正子さん

対　象　60歳以上の人
参加費　無料
ところ　ゆうゆうセンター４階　多目的ホール
申 し込み・問い合わせ　７月３日（月）～７月 21日（金）
に社会福祉協議会

※ 星友クラブに入会している人は、星友クラブで申し込
んでください。

JOBカフェOSAKA in 北河内
「就職応援フェア」

と　き　7月 5日（水）
と ころ　寝屋川市立産業振興センター「にぎ
わい創造館」（寝屋川市東大利町 2－ 14）
対 　象　34 歳以下の人やその保護者、大学
生など
■相談会
時　間　午後 1時 30分～ 5時 30分
内 　容　就職活動相談、ニートサポート相談、
職業適性相談、就職じっくり相談、グルー
プ模擬面接など
■講演会（予約制）
時　間　午後 6時～ 7時 30分
テ ーマ　「若者の就職には何が必要か～親が
できること、本人ができること～」
申 し込み・問い合わせ　JOB カフェ OSA 
KA（℡   06・4794・7355）

平成 17年度
公的年金等
収入金額（A）

公的年金等
所得金額

　　　　 ～ 260万円以下 A－ 140 万円

260 万円超 460 万円以下 A× 75％－   75 万円

490 万円超 820 万円以下 A× 85％－ 121万円

820 万円超～ A× 95％－ 203万円

「490万円超」は誤りで、正しくは「460 万円超」です。



(21)18.07.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

 

市
税
証
明
書
の
申
請

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
、
市
税
証
明
書

の
第
三
者
に
よ
る
不
正
取
得
を
防

止
す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

市
税
の
納
税
証
明
・
課
税
所
得

証
明
や
固
定
資
産
税
評
価
証
明
な

ど
を
請
求
す
る
人
は
、
左
記
の
書

類
（
窓
口
に
来
る
人
の
も
の
）
の
い

ず
れ
か
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
人
が
申
請
を
す
る

場
合
は
、
左
記
書
類
と
委
任
状
ま

た
は
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

本 

人
確
認
書
類　

運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税 

の
納
期
月

　

７
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
２
期
分
の
納
期

月
で
す
。

　

期
限
の
７
月
31
日
（
月
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

く
ら
し

　

国
の
教
育
・
事
業

　

ロ
ー
ン

■
教
育
ロ
ー
ン

使 　

途　

入
学
金
や
授
業
料
、
家

賃
な
ど
の
入
学
時
や
在
学
中
に

必
要
な
費
用

対 　

象　

融
資
対
象
の
学
校
に
入

学
・
在
学
す
る
人
の
保
護
者
で
、

世
帯
の
年
収
が
９
９
０
万
円

（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）

以
下
の
人

限 

度
額　

学
生
１
人
に
つ
き

２
０
０
万
円

利 　

率　

年
２
・
45
％
（
５
月
10

日
現
在
）

返 

済
期
間　

10
年
以
内
（
在
学
期

間
内
で
元
金
の
据
え
置
き
が
可

能
）

■
事
業
ロ
ー
ン

使 　

途　

事
業
に
必
要
な
運
転
資

金
・
設
備
資
金

限 

度
額　

４
８
０
０
万
円

利 　

率　

２
・
45
％
（
４
月
12
日

現
在
）

返 

済
期
間　

運
転
資
金
５
年
以

内
、設
備
資
金
10
年
以
内

※ 

他
に
も
業
種
や
資
金
の
用
途
に

よ
っ
て
、貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
金
融
相
談

　

新
規
に
事
業
を
始
め
る
人
へ
の

金
融
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と 　

き　

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
４
時（
予
約
制
）

問 

い
合
わ
せ　

国
民
生
活
金
融

公
庫
守
口
支
店
（
℡  
06
・
６
９ 

９
３
・
６
１
２
１
）

消費者相談
～不用品処分で高額請求～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

高
齢
の
両
親
と
私
と

で
同
居
す
る
こ
と
に
な

り
、
両
親
は
「
不
用
品
回
収
・

格
安
処
分
」の
チ
ラ
シ
を
見
て
、

電
話
で
タ
ン
ス
な
ど
の
処
分
を

依
頼
し
た
そ
う
で
す
。

　

来
訪
し
た
業
者
は
、「
費
用

は
積
ん
で
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
が
、
25
万
円
く
ら
い
か
な
」

と
言
っ
て
作
業
を
始
め
、
最
終

的
に
は
50
万
円
の
処
理
費
用
を

請
求
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
お
金
は
な
い
と
言

う
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
良
い
と

小
型
の
機
械
を
出
し
た
そ
う
で

す
。

　

荷
物
は
す
で
に
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
ま
れ
て
い
る
し
、
引
っ

越
し
の
日
も
迫
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
に
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

３
日
前
の
こ
と
で
す
が
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
宅
で
の
契
約
で

す
が
、
こ
の
場
合
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

帰
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
の

に
帰
っ
て
く
れ
ず
契
約
し
た
場

合
や
、「
格
安
処
分
」
が
事
実

で
な
か
っ
た
と
証
明
で
き
た
場

合
は
、
消
費
者
契
約
法
で
取
り

消
し
主
張
が
可
能
で
す
。

　

高
齢
者
世
帯

の
増
加
で
、
こ

の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
理
屈
は
あ
っ

て
も
一
度
支
払
っ
た
お
金
を
取

り
戻
す
こ
と
は
難
し
い
も
の
で

す
。

　

家
庭
で
不
用
品
処
分
を
す
る

場
合
は
、
事
前
に
環
境
事
業
所

に
処
分
の
方
法
や
料
金
な
ど
を

確
認
・
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

Ｑ

Ａ助
言

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、
気
軽
に

同
じ
立
場
に
立
っ
て
意
見
を
交
換

し
合
う
井
戸
端
会
議
で
す
。ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
、
情
報
収

集
の
場
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
活
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

７
月
23
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

話 

題
提
供　

近
畿
大
学
教
授　

久

隆
浩
さ
ん
＝
「
ま
ち
づ
く
り
の

状
況
に
つ
い
て
」

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

基
カ
ー
ド
、
納
税
通
知
書
、
そ

の
他
公
共
機
関
が
発
行
し
た
資

格
証
明
書
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず

る
も
の

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
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く
ら
し

くらし
　 海上技術安全研究所一般公開
　 サマージャンボ宝くじ

求　人
　 ごみ収集スタッフ

子育て
　 子育てふれあい広場
　 おなかペコペコおやつレッスン
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 歯ッピー教室

  枚方警察署からのお知らせ
  つどいの広場
  マタニティー教室

 

枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

7月は暴走族追放・少年非行防止強調月間

　子どもと大人が心をひとつにして、みんな
で非行のない明るい社会を目ざしましょう。
ス ローガン　暴走行為を「しない」「させない」
「見に行かない」
非行防止のポイント～非行防止は家庭から～

▽子どもを放任しない

▽子どもを甘やかさない

▽子どもにいつも希望とやる気をもたせる

▽３つしかったら３つ褒める

▽幼いときからしつけることを怠らない

▽家庭は最も身近な社会

▽子どもに善悪のけじめをつけさせる

▽笑いのある家庭づくり

▽親子の対話を忘れない

18年度大阪府警察官（巡査）募集

対 　象　昭和 51年 4月 2日～平成元年 4月 1
日生まれの人

募 集人数　男性約 360人、女性約 40人
試験日　9月 17日（日）
申 し込み・問い合わせ　申込書に必要事項を記
入し、7月 3日（月）～ 8月 16 日（水）に
枚方警察署または大阪府警察官採用センター
（フリーダイヤル 0120・370・314　平日午
前 9時～午後 5時 45分　url:http://www.pol
ice.pref.osaka.jp）

※ 申込書は 7月 3日（月）から、枚方警察署で
配布しています。

問い合わせ　枚方警察署（℡ 845・1234）

信
の
あ
る
人

募
集
人
数　

５
人
程
度

勤 

務
内
容　

廃
棄
物
の
収
集
や
事

務
作
業
、塵
芥
車
の
誘
導
な
ど

※ 

収
集
現
場
で
は
、
迅
速
に
対
応

が
で
き
、
周
囲
の
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
大
き
な
声
で
誘
導
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

雇 

用
期
間　

７
月
17
日
（
祝
）
〜

９
月
29
日（
金
）

勤 

務
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
８

時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
は
勤
務
に
な
り
ま
す
。

日 　

給　

９
０
０
０
円
（
別
途
交

通
費
支
給
）

申 

し
込
み　

７
月
10
日
（
月
）

〈
必
着
〉
ま
で
に
履
歴
書
を
〒

５
７
６

－

０
０
４
１　

私
部

西
３

－

３

－

１　

環
境
事
業

所　

ご
み
収
集
ア
ル
バ
イ
ト
係

ま
で
郵
送
か
持
参

※ 

持
参
の
場
合
は
、
７
月
10
日

（
月
）
午
後
４
時
ま
で
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

７
月
11
日
（
火
）
か
12
日
（
水
）

に
、
面
接
時
間
を
電
話
で
連
絡

し
ま
す
。
面
接
は
７
月
14
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
以
降
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
事
業
所

　

ご
み
収
集
ス
タ
ッ
フ

対 　

象　

７
月
17
日
（
祝
）
か
ら

勤
務
が
可
能
な
18
歳
〜
35
歳

（
高
校
生
不
可
）
の
体
力
に
自

求　
人

　

海
上
技
術
安
全

　

研
究
所
一
般
公
開

と 　

き　

７
月
28
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

海
上
技
術
安
全
研
究
所

大
阪
支
所
（
天
野
が
原
町
３

－

５

－

10
）

内 　

容　

展
示
紹
介
コ
ー
ナ
ー
・

体
験
コ
ー
ナ
ー

参
加
費　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

同
研
究
所
大
阪
支

所（
℡
８
９
１
・
６
２
７
２
）

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　

宝
く
じ

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。

　

府
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

発 

売
期
間　

７
月
13
日
（
木
）
〜

８
月
1
日（
火
）

抽
選
日　

８
月
11
日（
金
）

問 

い
合
わ
せ　

㈶
大
阪
府
市
町

村
振
興
協
会
（
℡
06
・
６
９ 

２
０
・
４
５
６
６
）



(23)18.07.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

～パパとママのための～
マタニティー教室

持ち物　母子健康手帳・筆記用具
申 し込み・問い合わせ　③の予約は 8月 2日（水）から健康
増進課

　母子健康手帳の発行、妊娠の届け出はゆうゆうセンターで
受け付けています。各種専門職員が健康や育児に関する相談に
応じています。

と　　き 内　　　　容
① 8月 2日（水）
13:00 ～ 15:40
〈自由参加〉

▽妊娠中から知っておきたい子育て支援情報

▽先輩ママ・赤ちゃんとの交流

▽赤ちゃんとママのための食事

② 8月 9日（水） 
  9:10 ～ 12:00
〈自由参加〉

▽  助産師から「産前産後の身体について・知っ
ておきたい赤ちゃんの基礎知識」

▽赤ちゃんサロン体験

▽  赤ちゃんとパパ、ママの歯の教室 
　　（透明コップ、歯ブラシ代100円が必要）

③ 8月 19日（土）
  9:10 ～ 12:00
〈予約制〉

 「もうすぐパパになる人が主役の教室」
　 ▽ちょっとお先に育児体験
　 ▽沐浴・妊婦体験
※祖父母の人もご見学ください。

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

８
月
３
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

18
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

　

ピ
ヨ
ピ
ヨ
離
乳
食
講
習
会

と　

き　

８
月
１
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

３
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

　

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

７
月
18
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

や
す
ら
ぎ
の
間

内 　

容　

手
づ
く
り
の
お
や
つ
を

お
母
さ
ん
が
作
り
、
子
ど
も
と

一
緒
に
試
食

対　

象　

２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

※ 

調
理
中
は
、
子
ど
も
を
別
室
で

お
預
か
り
し
ま
す
。

定　

員　

20
組

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
子
ど
も
に
必
要
な
も

の
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

子
育
て

つどいの広場
　つどいの広場は、乳幼児とその親が気軽
に集える広場です。子育ての相談もできま
すので、気軽にご利用ください。
と 　き　毎週水曜・金曜・土曜日午前 10時
～午後３時（第 2水曜日は休み）

ところ　ゆうゆうセンター3階　運動療法室
参加費　無料
問い合わせ　幼児対策室

　5月 29 日（月）、枚方天野川ライオンズ
クラブ（貞本桂子会長）から、「つどいの広
場に役立ててください」と、遊具の寄贈を
受けました。

　

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場

　

子
育
て
の
喜
び
や
悩
み
を
気
軽

に
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

９
月
15
日
（
金
）・
29

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
※
２
回
の
連
続
講
座
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　

子
育
て
支
援
「
ふ
れ
愛

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
親
を

学
ぶ　

親
を
つ
た
え
る
〜
」

講　

師　

親
学
習
リ
ー
ダ
ー

対 　

象　

２
回
と
も
受
講
で
き
る

人
定 　

員　

40
人

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
（
無
料
。
定

員
20
児
。
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
か
ｅ
メ

ー
ル
に
「
子
育
て
ふ
れ
あ
い
広

場
」
宛
と
明
記
の
う
え
、
①
受

講
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
住

所
③
電
話
番
号
④
保
育
の
有
無

（
保
育
希
望
の
場
合
は
⑤
子
ど

も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
生
年

月
日
）
を
記
入
し
、
７
月
７
日

（
金
）〜
14
日（
金
）〈
消
印
有
効
〉

に
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

幼
児
対
策
室（e-m

ail:youtai
@
city.katano.osaka.jp

）

※ 

ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
者
に
は
、７

月
19
日（
水
）ま
で
に
幼
児
対
策

室
か
ら
の
受
信
確
認
メ
ー
ル
を

送
り
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室
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子
育
て

子育て
　 ミルキィベビー教室
　 ぽっぽちゃん講座

健　康
　 市民健康講座
　 動脈硬化予防教室
　 8 月の予防接種

  耳より健康コラム
  乳幼児の健診と相談
  9 月の集団健診

   

乳幼児の健診と相談
　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健やか
に成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 8 月  1 日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　18年 3月 11日～ 4月 10日生まれの乳児

1 歳 6 か月児健診 7月 18日（火）13:00～ 14:00

　対　象　16 年 12 月生まれの幼児

2歳 6か月児健康スクール 7月 25日（火）13:00～ 14:00

　対　象　16 年 1月～ 2月生まれの幼児

3 歳 6 か月児健診 7 月 12日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　14 年 12 月生まれの幼児

育児相談 ①7月 11日（火）9:30～10:30
②7月26日（水）9:30～10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の
読み聞かせなどを行います。

　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　現在、日本人の喫煙状況は男性では約 2人に 1
人、女性では約 10 人に 1人の割合でたばこを吸
っています。中でも 20 ～ 30 代の女性や未成年
者の喫煙が増えています。
　たばこは百害あって一利なし。たばこの害には、
血圧上昇、動脈硬化、肺がん、胎児への影響など
の健康面の問題のほか、たばこを 1日に 2箱買う
とすると、1年で約 20万円もの出費になるなど、
経済面の問題もあります。また、日本全体では、
年間 1兆 3,000 億円もの喫煙関連疾患の医療費が
使われていると試算されています。
　体のことを考えて軽いたばこにしているという
人もいるでしょうが、実は軽いたばこの方が一酸
化炭素の取り込みが多くなり、動脈硬化や心筋梗
塞、脳梗塞などの原因になります。
　もう一度、家庭でたばこの害について話し合い、
家族や子どものためにも親がまず禁煙することを
考えてみませんか。
問い合わせ　健康増進課（kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.26
たばこのこと見直してみませんか？

　

市
民
健
康
講
座

と 　

き　

７
月
21
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

テ 
ー
マ　
「
わ
か
り
や
す
い
Ｃ
型

肝
炎
と
肝
臓
が
ん
の
話
」

定　

員　

40
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

新
生
十
全
会
な
ご
み
の

里
病
院
内
科
医
師　

加
知
一
友

さ
ん

持
ち
物　

筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

健　
康

　

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

お
母
さ
ん
同
士
で
、
子
ど
も
の

発
達
の
道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ

あ
う
遊
び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

８
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

ご
ろ
り
ん
期
（
お
お
む

ね
生
後
４
か
月
〜
８
か
月
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

以
前
に
ご
ろ
り
ん
期
で
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

10
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

　

ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室

　

無
理
な
く
〝
自
分
な
り
〞
の
母

乳
育
児
の
仕
方
を
赤
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

８
月
２
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助

産
師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授
乳

の
相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

生
後
３
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

定　

員　

20
組（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ

ル
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

４
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課 



(25)18.07.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

9月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）
と　き 健（検）診名 対　　象 定員 結果報告 健（検）診内容

6 日（水） 総合健診D 40歳以上の人
※ 総合健診Dは、27日㈬・28
日㈭・10月2日㈪のいずれか
の結果説明会に参加できる人。

60人 説明会 ▽基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）

▽がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）

▽女性がん検診（乳がん・子宮がん）
※女性のみ。6日（水）は除きます。

▽ B・C型肝炎ウイルス検査

▽骨密度検査

20日（水） 総合健診A 70人
郵　送

27日（水） 総合健診 F 40歳～ 64歳の女性 70人

6・20日 結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン
6・20・27日 骨密度検査 18歳以上の人 20人 踵骨超音波検査

20・27日

子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上で、偶数年生
まれ（元号）の女性 15人 視触診＋マンモグラフィー

39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査（ゆうゆうセンターのみ実施）

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人と、生活保護・市民税非課税世帯は無料〈事前申込〉）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 800円

B・C型肝炎
ウイルス検査

①  18 年 4 月 ～ 19 年 3 月 に 40、45、50、
55、60、65、70歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に
肝機能検査を受けたことのない人

※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検
査をすでに受けた人は除きます。

1,000 円

　生活機能評価 65歳以上の人 無　料
胃・大腸がん検診 40歳以上の人 各 500円

肺がん検診 40歳以上の人 400円
（喀痰は別途500円）

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
子宮がん検診 20歳以上の女性 500円 乳がん検診 40歳以上で、偶数年生まれ（元号）の女性 2,000 円
結核検診 65歳以上の人 無　料 骨密度検査 18歳以上の人 1,000 円
申し込み・問い合わせ　7月 20日（木）午前 9時から健康増進課

　

動
脈
硬
化
予
防
教
室

　

〜
血
管
年
齢
若
返
り
の 

コ
ツ
を
教
え
ま
す
〜  

と 　

き　

８
月
11
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

左
表
に
あ
て
は
ま
り
、

血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
の

薬
を
飲
ん
で
い
な
い
人
、
ま
た

は
そ
の
家
族
。

定　

員　

30
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

電
卓
、
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
最
近
の
血
液
検
査
の

結
果

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

11
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

血　圧
　収縮期が 140 ～ 159mmHg
　拡張期が 90 ～ 99mmHg
総コレステロール値
　200 ～ 239mg/dl
　（50 歳以上の女性は 220 ～ 259mg/dl）
 中性脂肪
　200 ～ 299mg/dl
 ヘモグロビン A1c
　5.5 ～ 6.1％

　

８
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

８
月
３
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

　

７
月
１
日（
土
）か
ら
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
混

合
ワ
ク
チ
ン
）
に
加
え
、
昨
年
度

ま
で
の
麻
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
と

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
に
追
加
さ
れ
ま

し
た
。基
本
的
に
は
混
合
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
で
す
が
、
今
ま
で
の
単

独
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
や
、
病
気

に
か
か
っ
た
か
ど
う
か
で
接
種
す

る
ワ
ク
チ
ン
が
変
わ
り
ま
す
。

対
象（
各
ワ
ク
チ
ン
共
通
）

▽ 

第
１
期
＝
満
１
歳
〜
２
歳
未
満

児
▽ 

第
２
期
＝
満
５
歳
〜
７
歳
未
満

児（
小
学
校
入
学
前
年
度
）

対
象
ワ
ク
チ
ン

▽ 

Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
＝
今
ま
で

に
麻
し
ん
・
風
し
ん
ど
ち
ら
に

も
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
人

▽ 

麻
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン（
１
期
）

＝
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

な
く
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
ま

た
は
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
人

▽ 
麻
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン（
２
期
）

＝
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
人

▽ 

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン（
１
期
）

＝
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

な
く
、
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
ま

た
は
麻
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
人

▽ 

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン（
２
期
）

＝
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
人

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
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「
ほ
た
る
の
里
南
星
台
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
く
と
「『
ホ
タ
ル
を
育
む
自
然
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
』
ー
み
ん
な
の
参
加
で
大
阪

一
の
自
然
環
境
を
ー
」
と
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
傍
示
川
沿
い
で
、
生
き
物
の

ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
息
空
間
）
を
点
検
作
業
中

の
南
星
台
ホ
タ
ル
の
里
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

委
員
長
の
弓
倉
隆
夫
さ
ん
、

広
報
担
当
の
花
岡
靖
男
さ

ん
、
区
長
の
中
村
正
三
さ

ん
を
訪
ね
、
活
動
に
つ
い

て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

会
を
作
っ
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

15
年
10
月
に
、
区
長
が

呼
び
か
け
、
ホ
タ
ル
の
育

成
を
通
じ
て
南
星
台
地
区

の
環
境
保
全
を
、
住
民
み

ん
な
の
手
で
活
性
化
し
よ
う
と
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
ホ
タ

ル
を
育
む
自
然
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
方
針
に
し
て
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

メ
ン
バ
ー
構
成
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

当
初
は
、
ホ
タ
ル
の
育
成
を
行
っ
て
い

た
人
た
ち
で
結
成
し
ま
し
た
が
、現
在
は
、

南
星
台
区
の
有
志

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
37

人
で
す
。

Ｑ　

い
つ
活
動
し
て

い
る
の
で
す
か
。

Ａ 　

南
星
台
集
会
所

を
活
動
拠
点
に

し
て
、
毎
月
第
３

水
曜
日
に
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
開

き
、
各
部
門
の
活

動
報
告
や
質
疑
、

予
定
な
ど
を
話
し
合

っ
た
り
、
大
学
の
教

授
や
病
院
の
医
師
、

各
分
野
の
専
門
家

を
、
外
部
か
ら
講
師

と
し
て
招
い
て
勉
強

会
を
し
て
い
ま
す
。

　

 　

具
体
的
な
活
動
に

つ
い
て
は
、専
門
部（
グ

ル
ー
プ
）
に
分
か
れ
地

域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

専
門
部
の
活
動
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ 　

ま
ず
、
ホ
タ
ル
の
育
成
や
週
１
回
の
ビ

オ
ト
ー
プ
の
清
掃
、
町
内
の
清
掃
や
不
法

投
棄
ご
み
の
回
収
な
ど
の
環
境
・
美
化
活

動
。
次
に
、小
学
生
の
下
校
時
見
守
り
や
、

日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
防
災
・
防
犯
活

動
。
区
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
自
然
観

察
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の

作
成
。
里
山
で
あ
る
創
造
の
森
の
除
草
整

備
や
市
と
と
も
に
植
栽
の
検
討
な
ど
、
多

く
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。　
　

Ｑ 　

活
動
を
通
し
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か
。

Ａ 　

一
昨
年
の
10
月
の
台
風
23
号
で
、
傍
示

川
の
水
量
が
急
激
に
増
え
、
大
量
の
岩
や

砂
が
川
下
に
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
へ
流
れ
込

み
ま
し
た
。
カ
ワ
ニ
ナ
や
ホ
タ
ル
の
幼
虫

が
流
さ
れ
、
大
き
な
被
害
が
出
て
大
変
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
日
に
は
、
メ
ン

バ
ー
が
駆
け
つ
け
復
旧
作
業
に

当
た
っ
て
く
れ
、
ビ
オ
ト
ー
プ

は
見
事
に
守
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
ほ
ど
、
み
な
さ
ん
の
心

の
温
か
さ
、
つ
な
が
り
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ 　

最
後
に
今
後
の
活
動
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ   

今
年
か
ら
、
高
齢
者
が
健
康
で
長
生
き

す
る
た
め
に
地
域
福
祉
を
進
め
、
市
健

康
増
進
課
が
開
い
た
南
星
台
元
気
ア
ッ
プ

大
作
戦
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
元
気
は
つ

ら
つ
検
診
や
元
気
ア
ッ
プ
体
操
な
ど
を
行

い
、「
こ
け
た
ら
あ
か
ん
の
や
！
」
を
合

い
言
葉
に
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
い
こ

う
と
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
６
月
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
、

地
域
の
危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
知

識
を
養
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

弓
倉
委
員
長
は
「
み
ん
な
が
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
活
動
の
灯

は
絶
や
し
ま
せ
ん
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

広
聴
広
報
課
（
℡  
８
９
２ 

・
０
１
２
１
）

南 

星
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（url:http://w

w
w

.ric.hi-ho.ne.jp/nanseidai/

）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

南
星
台
ホ
タ
ル
の
里
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
町
に

Vol.24

左から弓倉さん、中村さん、花岡さん

ビオトープに住むホタル
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市
民
Ｑ
＆
Ａ　

　
　
　
　
　
　

は
〜
い
！
こ
ち
ら
は
広
報
で
す

Ｑ 　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
花
火
を
す

る
と
き
、
ど
う
い
う
こ
と
に
気
を
つ

け
れ
ば
い
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
さ
ん

Ａ 　

花
火
を
す
る
時
に
は
、
安
全
面
は

も
ち
ろ
ん
、
後
片
付
け
や
、
近
所
へ

の
迷
惑
な
ど
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▽ 

必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
、
終
わ
っ
た
花
火
の
残
り
火
を
完

全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う

▽ 

風
の
強
い
と
き
は
、
や
め
ま
し
ょ
う

▽ 

身
体
や
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う

▽ 

子
ど
も
か
ら
目
を
は
な
さ
ず
、
正
し

い
花
火
の
遊
び
方
や
、
火
の
後
始
末

を
教
え
ま
し
ょ
う

▽ 

花
火
を
人
や
建
物
に
向
け
て
は
い
け

ま
せ
ん

▽ 

燃
え
や
す
い
も
の
が
近
く
に
な
い
と

こ
ろ
で
し
ま
し
ょ
う

▽ 

打
ち
上
げ
花
火
や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

は
、
近
く
に
民
家
や
電
線
の
な
い
広

場
で
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
途
中
で

火
が
消
え
て
も
絶
対
に
の
ぞ
い
て
は

い
け
ま
せ
ん

▽ 

花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き
を
よ

く
読
ん
で
、
使
用
方
法
を
守
り
ま
し

ょ
う

▽ 

近
所
へ
の
迷
惑
に
な
る
の
で
、
深
夜

の
花
火
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽ 

遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
き
ち
ん
と
片

付
け
ま
し
ょ
う

　

以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
安
全
な

花
火
で
楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

消 

防
本
部
予
防
課
（
℡  
８
９
２
・
０
１ 

１
９
）

児　童　書

「あひるのピンのぼうけん」
マージョリー・フラック　文
間崎ルリ子　訳　瑞雲舎
　
　揚子江に浮
かぶ船に、た
くさんの家族
と住んでいる
あひるのピン
は、朝になる
と岸辺におりてえさを食べ、夕
方になると船に帰るのでした。
ある日ピンは、船に乗るのが最
後になり、おしりをぶたれるの
がいやで、岸に残りました。ひ
とりでえさを探しにいったピン
は、揚子江の川の上に住む男の
子につかまってしまいました。
　ひとりぼっちになった不安
とまた家族のもとへ帰ってこら
れたうれしさを素直に体験でき
る、やさしい色使いの絵本です。

かたの子ども文庫連絡会　松井京子

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
ねこのなまえ
　いとうひろし　徳間書店
ぞうくんのあめふりさんぽ
　なかのひろたか　福音館書店
牡丹さんの不思議な毎日
　柏葉幸子　あかね書房
すき
　谷川俊太郎　理論社
平和の種をまく
　大塚敦子　岩崎書店
おじいちゃんのごくらくごくらく
　西本鶏介　鈴木出版
ケイゾウさんは四月がきらいです。
　市川宣子　福音館書店

鮭、いか、あじはえらい！
　藤野嘉子　文化出版局
大図解インド経済の実力
　門倉貴史　日本経済新聞社
抱きしめよう、わが子のぜんぶ
　佐々木正美　大和出版
バレエレッスンで美脚・小尻
　泉書房
人気の子犬図鑑・飼い方・選び方
　藤原尚太郎　日東書院本社
体の「冷え」をとって病気を治す！
　班目健夫　大和書房
暮らし結びのすべて
　生活科学研究会　泉書房

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、広聴広報課へお寄せく
ださい。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係
　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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女声合唱団コール・ポコ　優秀賞受賞
　5月 28 日（日）、池田市民文化会館で開かれた第
29回全日本おかあさんコーラス関西支部大阪大会
で、女声合唱団コール・ポコが、府内 54団体が参加
した中、優秀賞（11団体）に選ばれました。
　初出場ながら 30 代から 70 代の会員 50 人あま
りが、「UFO」と「さくら」の 2曲を熱唱しての受賞。
代表の藤本信子さんは、「みんなが楽しく参加して得
た結果です。たいへん励みになります」と話してい
ました。

AA L BB U M
あ る ば む

めいわく駐車追放合同パトロール
　6月 2日（金）、郡津地区役員や市交通安全対策協議
会役員、枚方警察署員ら 20人が、郡津地区内でめいわ
く駐車追放合同パトロールを実施しました。
　広報テープを流しながら巡回したところ、車の移動
やガレージへの駐車も見受けられましたが、23 台の
めいわく駐車車両には、「その駐車　あなたはよくても
みんなが困る」「クルマは必ずガレージへ」などと書か
れた啓発ステッカーを、ワイパーと窓の間にはさみ、注
意を促しました。

地球環境とエネルギーについて考えよう
　5月 23日（火）、妙見坂小学校 6年生 41人が、「地球
環境とエネルギーについて考える」のテーマで楽しい
実験学習を行いました。
　三洋電機㈱の協力で実現したこの授業では、スプー
ンとアルミ皿などを使った人間電池の実験や、1,000
回繰り返し充電が可能な充電池を使った模型電車の走
行テストなどがあり、児童たちは楽しそうに授業を受
けていました。
　なお、同校は、体育館の屋根の雨水をタンクに貯めて、
散水や花壇の水やりに活用するなど、人と環境にやさ
しい学校づくりをモットーに学習を進めています。

小粋なジャズの午後を
　5月 20 日（土）、ゆうゆうセンター多目的ホール
で交野ジャズクリエーション７th LIVE が開かれま
した。
　今年で結成 16年目を迎えた交野ジャズクリエー
ション。今回のライブは、20人の大き目の編成で、
ジャズのスタンダードナンバーの中にポピュラーソ
ングやアニメ主題曲を織り交ぜたステージとなりま
した。
　会場では、観客約 150 人が、小粋なジャズのステ
ージを心ゆくまで楽しんでいました。
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AA L BB U M

赤トンボが舞う秋が楽しみ
　5月 25日（木）、渚水みらいセンター（枚方市）で
開かれた「トンボの生態観察とヤゴ放流の集い」に、
長宝寺小学校と岩船小学校の 4年生児童合わせて
158人が参加しました。
　子どもたちは、前日までに学校のプールで採取し
たタイリクアカネの幼虫（ヤゴ）約 3,500 匹を、枚方
市から参加した児童といっしょに、同センターの池
に放流しました。

世界の泳ぎを学ぼう
　5月 16日（火）、いきいきランド交野で模範泳法
＆水泳クリニックが行われ、市民約 100 人が参加
しました。
　アテネオリンピック女子 200 ㍍バタフライ銅メ
ダリストの中西悠子さん（枚方スイミングスクール
所属）が、模範泳法を披露、世界トップレベルの泳ぎ
が会場の人の視線をくぎ付けにしていました。
　また、同時に実施された水泳クリニックでは、中
西さんと日本代表コーチの太田伸さん（同スイミン
グスクール所属）が、参加者に泳ぎ方を指導しまし
た。

夏鳥のバードウオッチング
　5月 21日（日）、市民ら 30人が参加して、私市か
らくろんど園地、傍示へのハイキングコースで、夏
鳥のバードウオッチングが行われました。
　青葉が茂り、鳥の姿を捉えるのが難しい中ではあ
りましたが、交野野鳥の会会長の渡辺晋一郎さんの
「双眼鏡の使い方」の講習もあり、参加者は神経を集
中して、野鳥の姿を懸命に探していました。
　この日は、オオルリ、キビタキ、コゲラ、 センダイ
ムシクイなど 21種類の野鳥の姿や鳴き声を確認し
ました。

世代をこえ　未来に広がる　3Bの鼓動
　6月 1日（木）、ゆうゆうセンターで 3B体操創立 35
周年大会が、指導員や会員約 200 人が参加して開かれ
ました。
　乳幼児から高齢者までの全世代に適した 3B体操は、
ボール（Ball）、ベル（Bell）、ベルター（Belter）の用具
を運動の助けとして使用、すべての動きを音楽に合わ
せ、仲間と楽しく行う健康体操で、会場では、「シルクロ
ード」「素敵なランデブー」「涙そうそう」などの曲でリ
ズムを刻みながらの体操が披露されました。
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市
内
か
ら
は
、
多
く
の
古
墳
が

発
見
さ
れ
て
お
り
、
交
野
の
歴
史

を
紹
介
す
る
上
で
、
古
墳
は
最
も

重
要
な
も
の
の
一
つ
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
古
墳
の
中
か
ら

「
倉
治
古
墳
群
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

倉
治
古
墳
群
出
土
遺
物

　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
に
入

る
と
、
す
ぐ
左
側
に
先
月
号
で

紹
介
し
た
大
き
な
ジ
オ
ラ
マ
が
あ

かたの歴史探訪

歴史民俗資料展示室へようこそ

り
ま
す
。
そ
の
右
奥
に
あ
る
４
つ

の
ケ
ー
ス
に
装
身
具
、
鉄て
つ
ぞ
く鏃

（
鉄

の
矢
尻
）、
鉄
剣
、
馬
具
な
ど
の

副
葬
品
。
そ
の
右
の
壁
側
に
あ
る

ケ
ー
ス
に
は
土
器
。
壁
面
に
は
解

読
板
や
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
は
、
東
倉
治
に
あ
っ
た

「
倉
治
古
墳
群
」
か
ら
出
土
し
た

も
の
で
、
古
代
交
野
の
渡
来
系
文

化
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要

な
古
墳
群
で
す
。
そ
の
た
め
、
平

成
12
年
４
月
に
、
一
括
し
て
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

かたの歴史探訪
倉治古墳群

古
墳
群
の
発
見

　

関
西
電
力
変
電
所
用
地
か
ら

　

戦
後
ま
も
な
い
昭
和
26
年
（
１ 

９
５
１
年
）、
東
倉
治
で
関
西
電

力
（
当
時
は
日
本
発
送
電
㈱
）
枚

方
変
電
所
の
建
設
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
変
電
所
用
地
内
に
は
通
称

「
丸
山
」
と
呼
ば
れ
る
小
山
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
、
四
條
畷
高
校

の
教
諭
で
戦
前
か
ら
考
古
学
に
熱

心
だ
っ
た
片か
た
や
ま
ち
ょ
う
ぞ
う

山
長
三
さ
ん
は
、
こ

の
小
山
が
古
墳
で
は
な
い
か
と
疑

問
に
思
っ
て
い
た
の
で
、
関
西
電

力
に
変
電
所
用
地
を
十
分
に
調
査

し
て
か
ら
工
事
を
し
て
ほ
し
い
旨

を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
丸

山
自
体
は
古
墳
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
変
電
所
用
地
か
ら
８
基

の
古
墳
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
し
、
発
見
が
現
在
で
あ
れ
ば

「
交
野
で
８
基
の
後
期
古
墳
発
見
」

な
ど
の
見
出
し
で
新
聞
に
紹
介
さ

れ
、
現
地
説
明
会
な
ど
で
、
多
く

の
考
古
フ
ァ
ン
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

交
野
郷
土
史
家
の
誕
生

　

少
し
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
倉

治
古
墳
群
が
発
見
さ
れ
た
当
時
、

枚
方
変
電
所
に
勤
務
し
て
い
た

奥お
く
の
へ
い
じ

野
平
次
さ
ん
は
、
古
墳
発
見
を

機
に
、片
山
長
三
さ
ん
と
出
会
い
、

そ
の
後
、
共
に
交
野
初
の
郷
土
史

家
と
し
て
歩
み
、
多
大
な
功
績
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
交
野
の

郷
土
史
に
興
味
が
あ
る
人
な
ら
、

そ
の
足
跡
を
ご
存
じ
の
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

片
山
さ
ん（
左
）と
奥
野
さ
ん（
右
）

　

 〈
郷
土
出
版
社
「
目
で
見
る
枚
方
・
交

野
の
１
０
０
年
」
よ
り
〉

倉治古墳群出土遺物展示コーナー
（手前は古墳時代の暮らしのジオラマ）

古墳と考えられていた丸山
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古
墳
群
の
特
色

　

親
子
で
葬
ら
れ
た
古
墳
群
？

　

倉
治
古
墳
群
の
石
室
形
態

は
、
８
基
す
べ
て
が
明
確
な

羨せ
ん
ど
う道
（
棺
を
納
め
て
い
る
部
屋
に

至
る
道
）
を
持
た
な
い
も
の
で
、

「
竪た
て
あ
な
け
い
よ
こ
あ
な
し
き
せ
き
し
つ

穴
系
横
穴
式
石
室
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
朝
鮮
半

島
南
部
の
石
室
の
形
態
に
似
て
い

る
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

古
墳
の
造
営
時
期
は
、
出
土
遺

物
か
ら
６
世
紀
中
葉
か
ら
７
世
紀

ま
で
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

古
墳
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
２

基
ず
つ
隣
り
合
っ
て
作
ら
れ
て
い

て
、
こ
の
２
基
が
作
ら
れ
た
時
期

は
約
１
世
代
（
約
30
年
）
の
時
期

差
が
見
ら
れ
ま
す
。
隣
り
合
っ
た

古
墳
は
、
朝
鮮
半
島
出
身
者
が
親

子
で
葬
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
の

で
す
。

古
墳
塚

　

古
代
の
人
の
魂
を
慰
め
る

　

倉
治
古
墳
群
か
ら
は
、
多
数
の

人
骨
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
昭
和
33
年
に
、
関
西
電
力
は

取
り
壊
さ
れ
た
古
墳
の
跡
や
、
倉

治
一
帯
を
見
渡
せ
る
高
台
に
古
墳

塚
を
作
り
、
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人

た
ち
の
骨
を
埋
葬
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
毎
年
秋
に
、
枚

方
変
電
所
で
「
古
墳
祭
り
」
を
催

し
、
先
祖
の
霊
を
慰
め
、
変
電
所

の
無
事
故
と
市
民
の
幸
せ
を
祈
る

祭
り
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
塚
の
北
側
に
あ
る
「
心
」

と
い
う
字
に
並
べ
た
石
は
、
古
墳

の
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
清し
み
ず
だ
に

水
谷
古
墳
と
幻
の
古
墳

　

古
墳
塚
の
北
に
、
倉
治
古
墳
群

と
同
様
に
朝
鮮
半
島
系
の
古
墳
で

あ
る
清
水
谷
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
倉
治
古
墳
群
の
南
、

倉
治
公
園
東
の
住
宅
の
中
（
当

時
は
交
野
中
学
校
の
敷
地
内
）
に

何
基
か
古
墳
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
開
発

の
波
に
押
し
流
さ
れ
て
、
現
在
は

１
枚
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
の
み

の
、幻
の
古
墳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
歴
史
民
俗
資
料
展
示

室
を
見
学
し
、「
が
む
し
ゃ
ら
に

先
を
見
つ
め
て
生
き
て
き
た
者
に

と
っ
て
、
年
を
と
る
と
不
思
議
に

あ
と
を
振
り
か
え
り
、
遠
い
昔
ま

で
気
に
な
り
興
味
を
呼
ぶ
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
し
み

じ
み
と
述
べ
た
人
が
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
展
示
室
で
ふ
る

さ
と
交
野
の
昔
に
思
い
を
は
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

中
角
甫

［歴史民俗資料展示室へのアクセス］
住　所　交野市倉治6－9－21（教育文化会館内）

▽ JR 津田駅から徒歩 10分

▽ 交野市駅から、京阪バス「津田駅」行き、「南倉治」
下車、徒歩 1分

▽ ゆうゆうバス、倉治コース、「南倉治バス停」下車、
徒歩1分
開 館時間　午前 10 時～午後 5 時（入館は 4 時
30分まで）

休館日　月曜日・火曜日・祝日・年末年始
問 い合わせ　文化財事業団（℡   893・8111）か、
同展示室（℡   810・6667）

旧
交
野
中
学
校
内
に
あ
っ
た
古
墳
の
石

（
私
市
・
平
田
政
信
さ
ん
提
供
）

第
６
号
古
墳
の
石
室
と
土
器
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法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
夜間法律相談（弁護士）　
　27日（木）18時～21時、市役所別館、定員6人（予約制）
　【法律相談、夜間法律相談の予約は相談日の1週間前（休
　 日の場合はその翌日）の9時30分から電話で広聴広報
課（℡ 892・0121）】
登記相談（司法書士・土地家屋調査士）
　12日（水）13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　 8日（土）郡津公民館、21日（金）市役所別館、いずれも
13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 25日（火）13時～16時、市役所別館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　26日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡ 892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆうセンター
内地域包括支援センター（℡ 893・6423）

※ 問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　7日（金）と21日（金）13時30分～15時、青年の家
　11日（火）と25日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～16時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡ 892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡892・0121）

女性相談（女性相談員）
　 6日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定員
3人（予約制）、予約は電話で人権政策室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　20日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　毎週木曜日正午～18時、青年の家学務課
※問い合わせ　学務課（℡810・0522）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡891・1793）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

7月   5 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

7 月 12 日
（第 2水曜）

7 月  12 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

7 月 19 日
（第 3水曜）

7 月  19 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

7 月 26 日
（第 4水曜）

7 月  26 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

7 月  5 日
（第 1水曜）

7 月のごみ収集日
問い合わせ
　粗大ごみ予約受付センター（℡891・5

ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
　環境事業所（℡ 892・2471）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1ヶ月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）
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７月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です
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  募　　集　●●●

男声コーラス「アンサンブル彦星」
　毎週火曜日午
後 7 時 ～ 9 時、
青年の家 3 階音
楽室。合唱祭へ
の参加や、演奏
会出演あり。対
象は高校生以上
の男性。入会金 2,000 円。月
会費 3,000 円。指導は戸田葉
子さん。［申］直接練習会場［問］
古澤さん（℡   892・7391）

絵手紙を楽しむ会
　毎月第 4月曜日午後 1時～
3時、山手集会所（東倉治）。「へ
たでいい・へたがいい」の絵手
紙。生活の中で見たまま感じた
ままを絵にし、言葉と心を添え
てあなただけの絵手紙を書きま
せんか。月会費700円。［申・問］
西向さん（℡   810・2469）

アンサンブルかたすい（吹奏楽）
　毎週日曜日午前 9時 30分～
正午、青年の家 301 号室。吹
奏楽の演奏。対象は中学生以上
（楽器を持っている人歓迎）。ク
ラリネット・トランペット・ホ
ルン・パーカッション急募。月
会費 1,000 円。［申・問］三原
さん（℡  ・℻   891・9855）

シニアソフトボール同好会
　毎週火・金曜日午後 3時～ 5
時、私部公園グラウンド。健康
と娯楽を兼ねた 60歳以上のソ
フトボール同好会。興味のある
方のぞいてみませんか。月会費
2,000 円。［申］直接会場［問］
井上さん（℡   892・3115）

錦心流琵琶　卓水会
　毎週土曜日午後 1時～ 5 時
と午後 5時～ 9時 30分、東幾
野ふれあい館（第 3 土曜日午
後 5時～ 9時 30分はゆうゆう
センター）。対象は市内在住在

勤の人。古典芸能をやさしく教
えます。希望者に楽器貸与。月
会費 1,000 円。指導は稲葉卓
水さん。［申・問］稲葉さん（℡  ・
℻   891・9202）

オーグリス 
　毎週日曜日午後 2時～ 5時、
郡津小学校。成人女性 6 人制
のバレーボール。かつて 6 人
制を楽しんでおられた方、興味
のある方歓迎します。入会金無
料。月会費 500 円。［申・問］
稲川さん（℡   893・5343）

スリランカを訪問しませんか！
　8月下旬に、スリランカの恵
まれない児童に自転車を贈る式
への参加と世界遺産や風物観光
など、今年も親善の旅を行いま
す。定員 10 人。［問］スリラ
ンカ学童援助会の長谷川さん
（℡   090・9868・7486）

  ハイキング　●●●

北神戸、屏風谷
　7月 9日（日）午前 7時 30
分交野市駅 2階改札口前集合。
雨天中止。JR福知山線三田駅
－屏風谷－神戸電鉄大池駅－三

交野市剣道連盟春季会長杯剣道大会
　5月 7日（日）交野武道館で
約 90人が参加して開かれまし
た。上位の成績は下記のとおり。
敬称略。

▽初心者の部　
　①藤本珠子②豊永晴斗

▽  小学生低学年の部
　①久保田友弥②久保仁

▽小学生高学年の部
　①松井捷平②冨永純平

▽中学生男子の部
　①小松修二②松井啓太

▽中学生女子の部
　①中谷晴香②小坂さくら

▽  高校・一般二段以下の部
　①橋本泰孝②窪田三四郎

▽三・四・五段の部
　①小西義広②中條悟朗

▽団体の部
　①青山剣誠会A
　②交野市少年剣友会A

第40回市長杯ゲートボール大会
　5月 24 日（水）天の川緑地
公園で 14チームが参加して開
かれました。上位の成績は下記
のとおり。
①幾野チーム
②向井田チーム

  善　　意　●●●

善意銀行
　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、預託していただきまし
た。

▽ 倉治の新庄滋商店から1万円

▽ 松塚の岡本功さんから3万円

▽ 星田北のファクトリーオカ
ダからマグカップ196個（希
望により市内の施設に配布）

緑基金
　5月25日（木）、国際ソロプ
チミスト大阪－交野（小笠原美
紀恵会長）から「緑の環境を守
る事業」のために、13万 7,000
円を寄付していただきました。

ノ宮－大阪。成人向き約 8㌔。
初級者可。参加費300円。［申・
問］岩本さん（℡   892・0167）

春日大社～東大寺
　8月 5日（土）
午前 7時 50分、
JR 河内磐船駅
集合。雨天中止。
駅－京田辺－新
田辺－近鉄奈良
－興福寺－浮見
堂－春日大社－三月堂－二月堂
－正倉院－東大寺－駅。家族可。
6 ㌔。交通費 1,500 円。参加
費 200 円。［問］鶴園さん（℡  
891・6002）
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キララ社交ダンスパーティー
　7月23日（日）
午後 1時 30 分
～ 4 時 15 分、
ゆうゆうセンタ
ー多目的ホー
ル。リボン待機、
ミニデモあり。
会費 800 円。主催はダンスサ
ークル、キララ。［問］近山さ
ん（℡   090・9986・5435）

昔の遊び体験～手づくり竹馬～
　7 月 23 日（日）午後 1 時
30 分～、ゆうゆうセンター
2 階体験学習室。親子のふれ
あい手づくり竹馬教室。参
加費無料。先着 40 組（予約
制）。［申］ファクスで㈳交野
青年会議所事務局（℻   892・

みんなのページ

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

　　　　　

4507）［問］同事務局（℡  
892・4500 午 後 1 時 ～ 5 時
url:http://www.katano-jc.com）

コメディ・クラウン・サーカス
　7 月 23 日（日）午後 4 時
30 分～、星の里いわふね。プ
レジャー Bのミニサーカスで
笑って楽しもう。午後 2 時か
ら遊びのコーナーあり。入会金
100 円。月会費 1,200 円（4
歳以上）。［申・問］交野おやこ
劇場（℡  ・℻   893・4960　月・
水・金午前 10時～午後 2時）

くらしの相談会
　7月 24 日（月）午後 3時～
4時 30分、作業所クローバー。
教育、子育て、福祉、リストラ、
多重債務など、何でもご相談く

 「おいで　おいで
　　み～んなおいで」
交野ボランティアまつり

と 　き　7 月 22 日（土）午前 10
時～午後 3時

と ころ　ゆうゆうセンター 4階 交
流ホール・多目的ホール

内 　容

▽映画鑑賞と音楽

▽  手作りおもちゃとおもしろゲー厶
大会
入場料　無料
主 　催　市ボランティアグループ連
絡会

［問 ］ボランティアセンター（℡  
894・3737）

 英会話教室受講生募集
　

　交野・コリングウッド姉妹都市協会では、英会話教室に欠員があり
ますので、各クラス若干名を募集します。
と　き　19 年 3月まで
ところ　交野会館 1階（郡津駅前）
内　容　下表のとおり
曜日 クラス レベル 時　間

火曜日
入門P（夜） 英検 5級程度 18:45 ～ 19:45
入門（夜） 英検 4級程度 19:55 ～ 21:25

水曜日

中級 英検 3～ 2級程度 11:00 ～ 12:30
基礎１ 基礎 14:40 ～ 15:40
基礎 2 入門クラス準備コース 15:50 ～ 16:50
初級（夜） 英検 3級程度 18:45 ～ 19:45 

木曜日

英語クラブA 会話力中級＆英検 2級以上 10:00 ～ 12:00 
英語クラブB 会話力上級＆英検準 1級以上 13:00 ～ 15:00 
初級（夜） 英検 3級程度 18:45 ～ 19:45 
中級（夜） 英検 3～ 2級程度 19:55 ～ 21:25 

金曜日 中級 英検 3～ 2級程度 11:00 ～ 12:30 

土曜日

初級 英検 3級程度   9:20 ～ 10:50 
中級 英検 3～ 2級程度 11:00 ～ 12:30 
上級 英検 2級程度 13:00 ～ 14:30 
英語クラブA 会話力中級＆英検 2級以上 16:00 ～ 18:00 
英語クラブB 会話力上級＆英検準 1級以上 18:15 ～ 20:15 

対　象　18歳以上の姉妹都市協会会員（入会と申し込み同時可）
※受講料は、クラスにより異なりますので、お問い合わせください。
［申 ・問］　電話か、ｅメールで交野・コリングウッド姉妹都市協会（℡  
894・1113〈午前 9時～午後 5時〉e-mail:katano_collingwood_
sca@yahoo.co.jp）

ださい。［問］枚方・交野生活
と健康を守る会交野支部の𠮷井
さん（℡   080・1435・9342）

夏休み親子パン教室
　7月 26日（水）・28日（金）・
8月 30日（水）〈午前の部〉午
前９時～正午、〈午後の部〉午
後１時 30 分～ 3時 30 分、ゆ
うゆうセンター 3階調理実習
室。親子で楽しくパン作り。参
加費は親子で2,600円。講師は
山田和子さん。［申・問］山田
さん（℡   090・3999・5973）

表装同好会作品展
　7月 27日（木）～ 30日（日）
午前 9 時～午後 5 時（30 日
は午後 3時まで）、青年の家ロ
ビー。手作りの掛軸、色紙掛
け、はがき掛けなど約 60点を
展示。主催は表装同好会。［問］
小林さん（℡   891・2319）か
粕谷さん（℡   891・5304）

明星夏祭り
　7 月 29 日（土）午後 4 時
～ 7時 30分、天の川明星（藤
が尾 2丁目 5－ 22）。盆踊り、
模擬店など盛りだくさん。みな
さんぜひお越しください。主催
は（社福）豊年福祉会。［問］
芝田さん（℡   894・3029）
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  催　　し　●●●
－ 7）。カラオケ・囲碁・将棋
など。対象は市内在住の 60歳
以上の人。参加費無料（喫茶
は有料）。主催は（社福）豊年
福祉会［申・問］浜崎さん（℡  
894・1798）

ゆかた着付け講習会
　7 月 8 日（土）・15 日（土）
午前 10時～正午、武道館 2階。
夏祭りにそなえ、ひとりで浴衣
を着て帯結びができるようにな
りませんか。参加費 1 回 500
円。持ち物は浴衣、半巾帯、腰
ひも2本、だてまき、帯板。［申・
問］直接会場か岡田さん（℡  
891・8953）

勉強会
　7月11日（火）午前10時～
11時 30分、ゆうゆうセンター
学びの部屋1。知的障がいのあ
る生徒の高校進学について、一
緒に考えませんか？［申・問］知
的障がい生徒を普通高校へ連絡
会の大町さん（℡   090・4908・
3110）

水彩画サークル「グループ展」
　7月 13日（木）～ 20日（木）
午前 10時 30分～（20日は午
後 3時まで）、青年の家ロビー。
天の川みずゑ会会員の水彩画を
展示。入場無料。［問］手島さ
ん（℡   893・4598）

歌のひろば
　毎月 1回〈次回は 7月 13日
（木）〉午前 10時～正午、青年
の家 3階 302 号室。童謡、唱

歌、昔歌声喫茶で歌った歌な
ど、懐かしい歌を一緒に歌い
ましょう。会費 1回 1,000 円。
［申］直接会場［問］小林さん（℡  
894・0274）

針と糸で編むビーズ体験会
　7 月 13日（木）・27日（木）
午後 1時 30分～、ゆうゆうセ
ンター。テグスで編むのは苦手
と思っている方！一度針と糸
でビーズを編んでみませんか？
テグスとはまた違ったしなやか
さがあるビーズステッチです。
参加費 2,000 円。［申・問］山
田さん（℡  ・℻   891・0558）

第 3バザー
　7 月 15 日（土）午前 10 時
～午後4時、作業所クローバー。
衣類・陶器・小物などを販売し
ます。ぜひお越しください。［問］
上野さん（℡   894・4822）

ミニ写真教室
　7 月 16 日（日）午前 10 時
～正午、青年の家 2階 201 号
室。写真入門から楽しく写真が
撮れるまでを教えます。参加費
無料。自由参加。初心者歓迎。
［問］かたの写真同好会の千間
さん（℡   891・8988）

フリーマーケット
　7 月 22 日（土）午前 10 時
～午後 2時、松塚公園。衣類・
小物などを販売。出店者も募集。
参加費 500 円。主催は作業所
クローバー。［申・問］上野さ
ん（℡   894・4822）
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ヘ
ト
で
話
す
気
力
も
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
わ

ず
心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
物
語
の
裏

に
、
努
力
す
る
二
人
の
姿
が

浮
か
び
ま
す
。（
か
）

交野洋画同好会－交野展
　7月 2日（日）～ 9日（日）
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分、青年の家 1 階ロビー。油
絵を中心に水彩画、パステル画
など約 40点を展示。主催は洋
画同好会。入場無料。［問］矢
野さん（℡   891・6924）

ゆかた着付け講習会
　7月4日（火）は武道館2階
専修室、5日（水）は幾野南集
会所の 2回開催。時間はいず
れも午前10時～正午。ゆかた、半
幅帯のない人は教室で用意しま
す。参加費無料。主催は和装技
術研究会着物着付け教室。［申・
問］根本さん（℡   891・ 5073）

読書会
　7月 4日（火）
午前 10 時～正
午、 青 年 の 家
202 号 室。「ツ
バメの谷」「ト
ムは真夜中の庭
で」（岩波少年
文庫）を読んできて感想を語り
合う。参加費 500 円。講師は
大谷朝さん。主催はかたの子ど
も文庫連絡会。［問］石倉さん
（℡   892・0219）

はなきんくらぶ　
　7 月 7 日（金）・14 日（金）
午後 1 時 30 分（開場）～ 4
時、ホーム明星（星田 8 － 6

人口と火災・救急
5 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,807 人　（＋   56）
　　　男　　39,250 人　（＋   21）
　　　女　　40,557 人　（＋　35）
　　世帯数　30,157      （＋　39）

5 月の火災と救急
火災   0 件 　　救急　210件

　※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。



キ
ジ

　

平
安
時
代
か
ら
、
交
野
が
原
は
桜
の
名

所
で
、
皇
室
の
狩
場
で
も
あ
り
、
キ
ジ
は

「
交
野
の
雉き

ぎ
す子
」と
し
て
よ
く
歌
に
詠
ま
れ

て
い
ま
し
た
。童
話
に
も
よ
く
登
場
し
、

ま
た
、
ケ
ン
ケ
ー
ン
と
大
き
な
声
で
鳴
く

雄
の
美
し
さ
か
ら
、
昭
和
61
年
、
交
野
市

の
鳥
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。日
本
の
国
鳥

で
も
あ
り
ま
す
。

　

交
野
で
は
山
と
畑
が
接
す
る
あ
た
り

や
、
星
田
北
の
林
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
ま
す
。７
月
ご
ろ
、
か
わ
い
い

ひ
な
を
連
れ
た
家
族
の
姿
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

ア
オ
バ
ズ
ク

　

星
田
の
お
年
寄
り
の
方
は
、
若
い
こ
ろ

か
ら
ア
オ
バ
ズ
ク
の
声
を
聞
か
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。星
田
の
新
宮
山
で
平
成
５
年

７
月
、
ひ
な
３
羽
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
今
年
ま
で
毎
年
新
宮
山
の
コ
ジ
イ

の
老
木
で
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。

　

若
葉
の
出
る
５
月
初
旬
、
南
方
か
ら

渡
っ
て
き
て
、
日
没
後
に
「
ホ
ッ
ホ
ー
、

ホ
ッ
ホ
ー
」と
二
声
ず
つ
鳴
き
、
セ
ミ
や

カ
エ
ル
、
コ
ウ
モ
リ
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

食
物
連
鎖
の
頂
点
に
い
ま
す
の
で
、
ア
オ

バ
ズ
ク
が
い
る
こ
と
は
、
豊
か
な
自
然
が

あ
る
こ
と
の
証
し
で
す
。
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池
い け だ

田  菜
な の こ

乃子です
平成14年11月 8日生（私　市）

上
う え だ

田  啓
ひ ろ と

翔です
平成15年 1月22日生（妙見坂）

津
つ ざ き

﨑  菜
な な こ

々子です
平成15年 2月 1日生（私　市）

水
み ず の

野  はるかです
平成15年 1月11日生（私　市）

吉
きっかわ

川  碧
みどり

です

平成15年 1月 2日生（星　田）

水
みずたに

谷  友
と も や

哉です
平成15年 2月 1日生（星　田）

「仲良し６人組♡春からみ～んな幼稚園♪」

（写真右から）


